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第 1 章

NCS 5700ルータの概要

• Cisco NCS 5700ルータの概要（1ページ）
•現場交換可能ユニット（4ページ）
•ルートプロセッサカード（12ページ）
•モジュラポートアダプタ（13ページ）
•ネットワークインターフェイス（22ページ）
•仕様（33ページ）
•ネットワークタイミングインターフェイス（33ページ）
• GNSS（34ページ）
•コンソール（36ページ）
•活性挿抜（OIR）（36ページ）
•トランシーバおよびケーブルの仕様（36ページ）

Cisco NCS 5700ルータの概要
CiscoNCS 5700シリーズ固定ポートルータは、集約、分散コア、およびピアリングファブリッ
クを提供します。

Cisco NCS 5700シリーズには、2種類のシステムがあります。外部 TCAMを使用しないシステ
ム（非 SE）は、利用可能なオンチップのリソースのみで機能のスケールを提供します。もう
1つのシステム（SE）は、オンチップのスケールに加えて拡張スケールを提供する外部TCAM
を備えています。これらのシステムは、Top of Rack（ToR）とスパイン/リーフアーキテクチャ
の両方に対して不可欠な機能を提供します。

NCS-57B1

NCS-57B1ルータは、4.8テラビットの 400GE/100GE最適化フォワーディング容量を備えた電
力効率の高いパッケージを提供します。
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表 1 : Cisco NCS-57B1シャーシのバリアント

ポート設定バリアント

合計 29ポート：

• 24 X 100G QSFP-DD

• 5 X 400G QSFP-DD

NCS-57B1-5D24H-SE（永続的ラ
イセンス）

NCS-57B1-5DSE-SYS（柔軟な
消費モデル）

（別名：SEバリアント）

合計 30ポート：

• 24 X 100G QSFP-DD

• 6 X 400G QSFP-DD

NCS-57B1-6D24H-S（永続的ラ
イセンス）

NCS-57B1-6D24-SYS（柔軟な消
費モデル）

（別名：非 SEバリアント）

この機能と利点の詳細については、『Cisco NCS-57B1 Fixed Chassis Data Sheet』を参照してく
ださい。

NCS-57C3-MOD

NCS-57C3-MODルータは、最大2.4テラビットの最適化フォワーディング容量を備えた電力効
率の高いパッケージを提供します。

表 2 : Cisco NCS-57C3-MODシャーシのバリアント

ポート設定バリアント

合計 52ポート：

• 48 X 25G SFP28ポート

• 4 X 100G QSFP28ポート

これらに加え、このシャーシには3つのモジュラポートアダ
プタ（MPA）スロットがあります。MPAについては、モジュ
ラポートアダプタ（13ページ）を参照してください。

NCS-57C3-MOD-SE-S（永続的
ライセンス）

NCS-57C3-MODS-SYS（柔軟な
消費モデル）

（別名：SEバリアント）

合計 56ポート：

• 48 X 25G SFP28ポート

• 8 X 100G QSFP28ポート

これらに加え、このシャーシには3つのモジュラポートアダ
プタ（MPA）スロットがあります。MPAについては、モジュ
ラポートアダプタ（13ページ）を参照してください。

NCS-57C3-MOD-S（永続的ライ
センス）

NCS-57C3-MOD-SYS（柔軟な
消費モデル）

（別名：非 SEバリアント）
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•ポートが 1Gbpsモードに設定されている場合、NCS-57C3ルータは自動ネゴシエーション
をサポートしません。その結果、NCS-57C3ルータで動作する 1G銅線トランシーバモ
ジュールはリンク障害を検出できません。

（注）

ファンと電源モジュールがある場合とない場合の NCS-57C3-MODルータの寸法を次に示しま
す。

図 1 : NCS-57C3-MODの寸法

この機能と利点の詳細については、『Cisco NCS-57C3 Fixed Chassis Data Sheet』を参照してく
ださい。

NCS-57C1シャーシのバリアント

NCS-57C1ルータは、4テラビットの合計ポート帯域幅と2.4テラビットの転送容量を備えた電
力効率の高いパッケージを提供します。
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表 3 : Cisco NCS-57C1シャーシのバリアント

ポート設定バリアント

合計 54ポート：

• 4 X 400G QSFP-DDポート

• 2 X 4x100G QSFP-DDポート

• 16X 50GSFP+ポート（10G/25G/1Gのトラフィック速度
もサポート）

• 32X 25GSFP+ポート（10G/1Gのトラフィック速度もサ
ポート）

1Gインターフェイス速度の場合、自動ネゴシエー
ションはサポートされていません。

（注）

NCS-57C1-48Q6D-S（永続的ラ
イセンス）

NCS-57C1-48Q6-SYS（柔軟な消
費モデル）

この機能と利点の詳細については、『Cisco NCS-57C1 Fixed Chassis Data Sheet』を参照してく
ださい。

NCS-57D2シャーシのバリアント

NCS-57D2ルータは、7.2テラビット（Tbps）の合計ポート帯域幅と 7.2テラビット（Tbps）の
転送容量を備えた電力効率の高いパッケージを提供します。

表 4 : Cisco NCS-57D2シャーシのバリアント

ポート設定バリアント

合計 66個の QSFP-DDポートを備えた 2 RUルータ：

• 400Gポート X 18

（または）

• 200Gポート X 34

（または）

• 100Gポート X 66

NCS-57D2-18DD-SYS（柔軟な
消費モデル）

この機能と利点の詳細については、『NCS-57D2-18DD Fixed Chassis Data Sheet』を参照してく
ださい。

現場交換可能ユニット
NCS 5700シリーズ固定ポートルータは、次の FRUをサポートしています。
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•ファンモジュール（NCS-57B1/NCS-57C1/NCS-57D2）およびファントレイ
（NCS-57C3-MOD）

•電源装置

•モジュラポートアダプタ（MPA）：NCS-57C3-MODルータでサポート

•ルートプロセッサ：NCS-57C3-MODルータでサポート

すべての FRUで OIR（活性挿抜）がサポートされます。

ファンモジュールおよびファントレイ

ファンは、システムを冷却し、システム内の適切なエアーフローを維持する役割を果たしま

す。ファンモジュールは N+1の冗長構成で動作します。

NCS-57B1ルータには、背面からシャーシに取り付ける 6つのラッチ付きファンモジュールが
あります。NCS-57B1ルータは、NC57-B1-FAN1-FWファンモジュールをサポートしています。

図 2 : NCS-57B1ファンモジュール

NCS-57C1ルータには、背面からシャーシに取り付ける 5つのラッチ付きファンモジュールが
あります。NCS-57C1ルータは、ポート側吸気構成の場合はFAN-1RU-PI-V2ファンモジュール
をサポートします。
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図 3 : NCS-57C1ファンモジュール

NCS-57C3-MODルータには、背面からシャーシに取り付ける 6つのラッチ付きファントレイ
があります。

•ファントレイスロット 0および 1は、2 X 60mmのファンを搭載したファントレイアセン
ブリ（NC57-C3-FAN2-FW）をサポートしています。

•ファントレイスロット 2～ 5は、2 X 40mmのファンを搭載したファントレイアセンブリ
（NC57-C3-FAN1-FW）をサポートしています。
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図 4 : NC57-C3-FAN2-FWファントレイ：2 X 60mm
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図 5 : NC57-C3-FAN1-FWファントレイ：2 X 40mm

NCS-57D2ルータには、背面からシャーシに取り付ける 4つのラッチ付きファンモジュールが
あります。NCS-57D2ルータは、ポート側吸気構成の場合はNC57-D2-FAN-FWファンモジュー
ル、およびポート側排気構成の場合は NC57-D2-FAN-RVをサポートします。

図 6 : NCS-57D2ファンモジュール（ポート側吸気構成の場合）
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電源装置

NCS-57B1ルータには、背面からシャーシに取り付ける 2つの PSUがあります。PSUの容量は
2000Wで、1+1の冗長構成で動作します。PSUのタイプは AC-DCまたは DC-DCです。PSU
はシステム全体に 12Vのプライマリ電源を供給します。

NCS-57B1ルータは、次の PSUをサポートしています。

• PSU2KW-ACPI：ポート側吸気口付き 2000W AC電源モジュール

• PSU2KW-DCPI：ポート側吸気口付き 2000W 48V DC電源モジュール

図 7 : NCS-57B1電源装置

NCS-57C1ルータには、背面からシャーシに取り付ける 2つの PSUがあります。PSUは 1+1の
冗長構成で動作します。PSUのタイプは AC-DCまたは DC-DCです。PSUはシステム全体に
12Vのプライマリ電源を供給します。

NCS-57C1ルータは、次の PSUをサポートしています。

• NCS-1100W-ACFW：ポート側吸気口付き 1100W AC電源モジュール

• NCS-950W-DCFW：ポート側吸気口付き 950W 48V DC電源モジュール

Cisco NCS 5700シリーズ固定ポートルータハードウェア設置ガイド
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図 8 : NCS-57C1電源装置

ルータは、通常の動作では AC PSUと DC PSUの混在をサポートしていません。ただし、AC
から DCまたは DCから ACに移行するときに限り、AC PSUと DC PSUの混在がサポートさ
れます。NCS-57C1ルータの場合、ACから DCへの移行（またはその逆）の間にルータに AC
とDCの電源装置が混在していると、PEM（電源入力モジュール）の不一致アラームが発生し
ます。

NCS-57C3-MODルータには、前面からシャーシに取り付ける 2つの PSUがあります。PSUの
容量は 1600Wで、1+1の冗長構成で動作します。PSUのタイプはAC-DCまたはDC-DCです。
PSUはシステム全体に 12Vのプライマリ電源を供給します。

ルータは、次の PSUをサポートしています。

• NC57-1600W-ACFW：ポート側吸気口付き 1600W AC電源モジュール

• NC57-1600W-DCFW：ポート側吸気口付き 1600W 48V DC電源モジュール
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図 9 : NCS-57C3-MOD AC電源装置

NCS-57D2-18DD-SYSルータには、前面からシャーシに取り付ける PSUが 2つあります。PSU
の容量は 2000Wで、1+1の冗長構成で動作します。PSUのタイプは AC-DCまたは DC-DCで
す。PSUはシステム全体に 12Vのプライマリ電源を供給します。

ルータは、次の表に記載されている PSUをサポートしています。

表 5 :サポートされる PSU

エアーフローの方向PSUの PID

前面から背面PSU2KW-ACPI

前面から背面PSU2KW-DCPI

背面から全面PSU2KW-ACPE

背面から全面PSU2KW-DCPE

Cisco NCS 5700シリーズ固定ポートルータハードウェア設置ガイド
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図 10 : NCS-57D2-18DD-SYS AC電源装置

ルートプロセッサカード
ルートプロセッサカードがCiscoNCS-57C3-MODルータのすべてのルーティング操作を管理し
ます。

NC57-MOD-RP2-E

管理イーサネットポート3USBポート1

リセット（ORS）ボタン（埋め込み型）4コンソールポート2

Cisco NCS 5700シリーズ固定ポートルータハードウェア設置ガイド
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モジュラポートアダプタ
モジュラポートアダプタ（MPA）は、NCS-57C3-MODおよび NCS-57C3-MODS-SYS固定ポー
トルータでサポートされています。各MPAには STATUS LEDおよび ATTN（注意）LEDがあ
り、MPAの各ポートに A/L（アクティブ/リンク）LEDが隣接しています。

これらのMPAでサポートされるトランシーバとケーブルを確認するには、Cisco Transceiver
Modules Compatibility Informationを参照してください。

MPAカードを交換する前に、そのMPAに適用されているポート範囲設定を削除します。ポー
ト範囲設定を削除しないと、新しいMPAカードのインターフェイスを使用できません。

（注）

4ポート 40GE/100GE MPA（QSFP+/QSFP28対応）

4ポート 40GE/100GE MPA（NC55-MPA-4H-S）は、4 X 25GE（ケーブルブレークアウト経
由）、QSFP+（40 Gbps）または QSFP28（100 Gbps）トランシーバに対応する 4ポートを備え
ています。

QSFPポートおよびアクティブ/リンク
LED

3STATUS LED1

ATTN LED4QSFPポートおよびアクティブ/リンク
LED

2

2ポート 100GE/200GE（CFP2-DCO対応）

2ポート 100GE/200GE MPA（NC55-MPA-2TH-S）は、CFP2-DCOトランシーバ対応の 2ポー
トを備えています。
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CFP2-DCOポートおよびアクティブ/リ
ンク LED

3STATUS LED1

ATTN LED4CFP2-DCOポートおよびアクティブ/リ
ンク LED

2

1ポート 100GE/200GE（CFP2-DCO対応）+ 2ポート 40GEまたは 100GE（QSFP+/QSFP28対応）

1ポート 100GE/200GEと 2ポート 40GE/100GEを組み合わせたMPA（NC55-MPA-1TH2H-S）
は、CFP2-DCOトランシーバ対応の 1ポートと、4X25GE（ブレークアウトケーブル経由）、
QSFP+（40 Gbps）または QSFP28（100 Gbps）トランシーバ対応の 2ポートを備えています。

CFP2-DCOポートおよびアクティブ/リ
ンク LED

3STATUS LED1

ATTN LED4QSFPポートおよびアクティブ/リンク
LED

2
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12ポート 10GE（SFP+対応）

12ポート 10GE MPA（NC55-MPA-12T-S）は、SFP+トランシーバ対応の 12ポートを備えてい
ます。

ATTN LED3STATUS LED1

SFP+ポートおよび LED2

NCS-57C3ルータは 12ポート 10GE MPA（NC55-MPA-12T-S）をサポートします。ただし、
MPAスロット 2および 3は 1Gインターフェイスをサポートしません。スロット 1では、ポー
ト 0～ 3および 8～ 11が 1Gのみをサポートします。これらの 1Gインターフェイスでは
MACSecがサポートされません。

（注）

QSFP28/QSFP-DD搭載の 4ポート 800GE MPA

表 6 :機能の履歴（表）

説明リリース情報ハードウェア

このリリースでは、QSFP28お
よびQSFP-DD光トランシーバ
をサポートする 4ポート
800GEモジュラポートアダプ
タ（NC57-MPA-2D4H-S）が導
入されています。このMPA
は、NCS-55A2-MODおよび
NCS-57C3-MODルータでサ
ポートされます。これは、

QSFP-DD光トランシーバをサ
ポートする初めてのモジュラ

ポートアダプタです。

リリース 7.4.1NC57-MPA-2D4H-Sモジュラ
ポートアダプタ

NC57-MPA-2D4H-Sモジュラポートアダプタは、QSFP28およびQSFP-DD光トランシーバを次
の構成でサポートします。

Cisco NCS 5700シリーズ固定ポートルータハードウェア設置ガイド
15

NCS 5700ルータの概要

モジュラポートアダプタ



NC57-MPA-2D4H-Sモジュラポートアダプタは、NC55-MOD-A-SE-SおよびNC57-MOD-Sライ
ンカードでの動作中に、次の構成の光トランシーバをサポートします。

MPAスロット 2および 3MPAスロット 1トランシーバ

MPAごとの最大帯域幅 = 800GE

合計帯域幅が 800GEまでであれば、
QDD-400GEトランシーバ（ポート0ま
たはポート 2）と
QSFP28-100GE/QDD-2x100GEトラン
シーバ（ポート0、1、2、または3）を
同時に組み合わせて使用できます。

（注）

最大帯域幅 = 400GE

合計帯域幅が 400GEまでであれば、
QDD-2x100GEトランシーバ（ポート0
またはポート 2）と QSFP28-100GEト
ランシーバ（ポート 0、1、2、または
3）を同時に組み合わせて使用できま
す。

（注）

すべてのポートすべてのポートQSFP28-100GE

すべてのポートポート 0および 2

QDD-2x100GEトランシーバがポート0
および 2に取り付けられている場合、
ポート 1および 3は使用できません。

（注）

QDD-2x100GE

ポート 0および 2

QDD-400GEトランシーバがポート0お
よび 2に取り付けられている場合、
ポート 1および 3は使用できません。

（注）

ポート 0

QDD-400GEトランシーバがポート0に
取り付けられている場合、ポート 1、
2、および 3は使用できません。

（注）

QDD-400GE

NCS-57C3-MODまたは NCS-57C3-MODS-SYSで NC57-MPA-2D4H-Sを使用する場合の制限事
項は次のとおりです。

•偶数番号のポート（0および 2）に 400Gまたは 2 X 100G速度を設定する場合、奇数番号
のポート（1および3）で40Gまたは4X10Gインターフェイスを使用しないでください。

•偶数番号のポート（0および 2）に 3 X 100G速度を設定する場合、奇数番号のポート（1
および 3）で 40Gまたは 4 X 10Gインターフェイスを使用しないでください。

• MPAスロット 0では、ポート 0またはポート 2のいずれかで、4 X 100Gインターフェイ
スを 1つのみ設定できます。
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図 11 : NC57-MPA-2D4H-Sモジュラポートアダプタ（MPA）

Active/Link LED3STATUS LED1

ATTN LED4QSFP28/QSFP-DDポートと LED2

SFP+/SFP28/SFP56を搭載した 12ポート 10GE/25GE/50GE MPA

表 7 :機能の履歴（表）

機能説明リリース情報ハードウェア

SFP+、SPF28、および SFP56
光トランシーバをサポートす

る 12ポート 600GEモジュラ
ポートアダプタである

NCS57-MPA-12L-Sは、10GE、
25GE、および 50GEモードで
動作します。

次のコマンドは、偶数番号の

ポート（ポート 4、6、 8、お
よび 10）に関する 50GEモー
ドのサポートを追加するよう

に変更されています。

• hw-module port-range

詳細については、『Cisco
Network Convergence System
5700 Series: Modular Port
Adapters Data Sheet』を参照し
てください。

リリース 7.6.1NCS57-MPA-12L-Sモジュラ
ポートアダプタ

NCS57-MPA-12L-Sモジュラポートアダプタは、SFP+、SFP28、および SFP56光トランシーバ
を次の構成でサポートします。
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表 8 :サポートされる SFP光トランシーバの構成

MPAスロット 2とスロット 3MPAスロット 1ポート

MPAごとの最大帯域幅 =
600GE

MPAごとの最大帯域幅 =
400GE

• 10G

• 25G

• 50G

• 10Gと 25Gの組み合わせ

• 25Gと 50Gの組み合わせ

10Gと 50Gまたは
10G、25G、および50G
の組み合わせはサポー

トされていません。

（注）

• 10G

• 25G

• 50G

• 10G、25G、および50Gの
組み合わせ

0および 1

2および 3

• 10G

• 25G

• 50G

• 10G、25G、および50Gの
組み合わせ

hw-module port-range
を使用して偶数番号の

ポートで50Gを有効に
できます。後続の奇数

番号のポートは無効に

なります。

（注）

4、5、6、7

8、9、10、11

図 12 : NCS57-MPA-12L-Sモジュラポートアダプタ（MPA）

ATTN LED3STATUS LED1

SFP56ポートおよび LED2
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SFP+を備えた 8ポートMPA

表 9 :機能の履歴（表）

説明リリース情報ハードウェア

SFP+光トランシーバをサポー
トする 8ポートMPA
（NC55-OIP-02）であるこの
MPAは、NC55A2-MOD-Sお
よび NC57C3-MOD-SYSルー
タで使用できます。次のポー

トモードオプションをサポー

トしています。

•イーサネット

• FC

• OTN

• SDH

• SONET

ポートモードオプションを設

定するために、port-modeコマ
ンドが導入されました。

PLEの詳細については、
『L2VPN and Ethernet Services
Configuration Guide for Cisco
NCS 5500 Series Routers, IOS
XR Release 7.7.x』の「Private
Line Emulation over
EVPN-VPWSSingleHomed」セ
クションを参照してくださ

い。

MPAの詳細については、Cisco
Network Convergence System
5700シリーズ：モジュラポー
トアダプタデータシートを参

照してください。

リリース 7.7.1NC55-OIP-02モジュラポート
アダプタ

NC55-OIP-02モジュラポートアダプタは、SFP+光トランシーバをサポートしています。MPA
は、次のポートモードオプションをサポートしています。

•イーサネット：1GbEおよび 10GbE

•ファイバチャネル（FC）：1G、2G、4G、8G、16G、および 32G

Cisco NCS 5700シリーズ固定ポートルータハードウェア設置ガイド
19

NCS 5700ルータの概要

モジュラポートアダプタ

https://www.cisco.com/content/en/us/td/docs/iosxr/ncs5500/interfaces/b-ncs5500-interfaces-cli-reference/b-ncs5500-interfaces-cli-reference_chapter_01000.html#wp9819357660
https://www.cisco.com/content/en/us/td/docs/iosxr/ncs5500/vpn/77x/b-l2vpn-cg-ncs5500-77x/evpn-virtual-private-wire-service.html#Cisco_Concept.dita_b81e1ebc-2c1a-4bcf-99d7-89a6bb93524d
https://www.cisco.com/content/en/us/td/docs/iosxr/ncs5500/vpn/77x/b-l2vpn-cg-ncs5500-77x/evpn-virtual-private-wire-service.html#Cisco_Concept.dita_b81e1ebc-2c1a-4bcf-99d7-89a6bb93524d
https://www.cisco.com/content/en/us/td/docs/iosxr/ncs5500/vpn/77x/b-l2vpn-cg-ncs5500-77x/evpn-virtual-private-wire-service.html#Cisco_Concept.dita_b81e1ebc-2c1a-4bcf-99d7-89a6bb93524d


•光トランスポートネットワーク（OTN）：OTU2および OTU2e

•同期デジタル階層（SDH）：STM16および STM64

• SONET：OC48および OC192

NC55-OIP-02は、回線エミュレーション（CEM）をサポートしており、L3 VPNサービス終了
をサポートしていません。

（注）

MPAは、次のデータレートをサポートしています。

表 10 :ポートモードのデータレートオプション

データレートポートモード

1.25 Gbps1GbE

10.3125 Gbps10 GbE

2.48832 GbpsOC48

9.95328 GbpsOC192

10.709 GbpsOTU2

11.0957 GbpsOTU2e

2.48 GbpsSTM16

9.95 GbpsSTM64

1.0625 GbpsFC1

2.125 GbpsFC2

4.25 GbpsFC4

8.5 GbpsFC8

14.025 GbpsFC16

28.05 GbpsFC32

ポートモード FC32は、MPAの偶数ポート（ポート 0、2、4、および 6）でのみサポートされ
ます。

（注）
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図 13 : NC55-OIP-02モジュラポートアダプタ（MPA）

ATTN LED3STATUS LED1

Active/Link LED4SFP+ポート2

CFP2-DCOを装着した 1ポート 400GbE + QSFP-DD MPAを装着した 1ポート 400GbE

表 11 :機能の履歴（表）

機能説明リリース情報ハードウェア

このリリースでは、2ポート
800GbEモジュラポートアダプ
タであるNCS57-MPA-1FH1D-S
が導入されました。1つのポー
トはQSFP-DDをサポートし、
もう1つのポートはCFP2-DCO
光トランシーバをサポートし

ています。

このMPAは、
NCS-57C3-MODS-SYSルータ
とNC57-MOD-Sラインカード
でサポートされます。

詳細については、『Cisco
Network Convergence System
5700 Series: Modular Port
Adapters Data Sheet』を参照し
てください。

リリース 7.8.1NCS57-MPA-1FH1D-Sモジュ
ラポートアダプタ
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2ポート 800GbE MPA（NCS57-MPA-1FH1D-S）は、一方のポートを QSFP-DD用に、他方の
ポートを CFP2-DCOトランシーバ用に使用できます。QSFP-DDポートは 400GbEモードで動
作し、4 X 100Gブレークアウトモードをサポートします。CFP2-DCOポートは 400GbEモード
で動作し、4 X 100G、または 3 X 100G、または 2 X 100G、または 1 X 100Gの各ブレークアウ
トモードをサポートします。

CFP2-DCOポートおよび LED3STATUS LED1

ATTN LED4QSFP-DDポートおよび LED2

ネットワークインターフェイス

NCS-57B1

Cisco NCS-57B1ルータには、次のポートがあります。

• 24 X 100G QSFP-DDポート

• 6 X 400G QSFP-DDポート（NCS-57B1-6D24-SYSに適用）

• 5 X 400G QSFP-DDポート（NCS-57B1-5DSE-SYSに適用）
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図 14 : NCS-57B1-5DSE-SYS —前面

10MHzポート612 X QSFP-DD ZRポート1

Time of Day（TOD）ポート712 X 100G QSFP-DDポート

偶数ポートのみが

QSFP-DD 100G-ZRをサ
ポート

（注）

2

コンソールポート85 X 400G QSFP-DDポート3

USBポート9GNSS4

管理イーサネットポート101 PPSポート5
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図 15 : NCS-57B1-6D24-SYS —前面

10MHzポート612 X QSFP-DD ZRポート1

Time of Day（TOD）ポート712 X 100G QSFP-DDポート

偶数ポートのみが

QSFP-DD 100G-ZRをサ
ポート

（注）

2

コンソールポート86 X 400G QSFP-DDポート3

USBポート9GNSS4

管理イーサネットポート101 PPSポート5

一部のポートは、アクセスしやすいようにシャーシで色分けされています。

• 0～ 23のポートには色がありません。

• 24以降のポートは青色になっています。

（注）

どのルータも背面図は同じです。
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図 16 : NCS-57B1-6D24-SYSおよび NCS-57B1-5DSE-SYS —背面

PSU-0および PSU-11および 3

ファントレイ2

6つのファントレイ：FT0、FT1、FT2、FT3、
FT4、FT5

4、5、6、7、8、9

NCS-57C1

Cisco NCS-57C1ルータには、前面パネルに次のポートがあります。

• 4 X 400G QSFP-DDポート

• 2 X 4x100G QSFP-DDポート

• 16 X 50G SFP+ポート（10G/25G/1Gのトラフィック速度もサポート）

• 32 X 25G SFP+ポート（10G/1Gのトラフィック速度もサポート）

•コンソールポート

•管理ポート

図 17 : NCS-57C1：前面

ポート 0、2、4、および 5。400G QSFP-DDポート。1
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ポート 1および 3。4x100G QSFP-DDポート。2

ポート 6からポート 21。50/25/10/1Gのトラフィック速度を
サポートします。

3

ポート 22からポート 53。25/10/1Gのトラフィック速度をサ
ポートします。

4

コンソールポート。5

管理ポート。6

NCS-57C1ルータでは、ポートステータスLEDの隣に追加の熱通気孔があります。熱通気孔に
より、シャーシを冷却するための追加のエアーフローが得られます。ポートの LEDステータ
スも熱通気孔から確認できます。

（注）

Cisco NCS-57C1ルータには、背面に PSU、ファンモジュール、およびネットワークタイミン
グインターフェイスがあります。

図 18 : NCS-57C1：背面

PSU-0および PSU-11および 2

ファントレイ3

Time of Day（TOD）ポート。RS422形式（入
力時）。

4

Building Integrated Timing Supply（BITS）ポー
ト。

BITSポートは、Cisco IOSXRリリース
7.5.2では有効になっていません。

（注）

5

1 PPSポート6

GNSSポート7
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USBポート8

USBコンソール。このポートは、前面パネル
のコンソールポートの代替ポートとして使用

されます。

9

10 MHzポート10

NCS-57C3-MOD

Cisco NCS-57C3-MODルータには、次のポートがあります。

• 48 X 25G SFP28ポート

• 4 X 100G QSFP28ポート（NCS-57C3-MOD-SE-S）または 8 X 100G QSFP28ポート（NCS
57C3-MOD-S）

•次の SFP28ポートでMACsecをサポート：

• NCS 57C3-MOD-S：ポート 0〜 3、40〜 55

• NCS-57C3-MOD-SE-S：ポート 0〜 7、36〜 51

図 19 : NCS-57C3-MOD-SE-S —前面

PPSポート648 X 25G SFP28ポート1

10 MHzポート74 X 100G QSFP28ポート
（NCS-57C3-MOD-SE-S）または 8
X 100G QSFP28ポート（NCS
57C3-MOD-S）

2

GNSSポート8USBポート3

Time of Day（TOD）ポート9コンソールポート4

管理イーサネットポート5
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背面はどちらのシャーシでも同じです。

図 20 : NCS 57C3-MOD —背面

2X 60mmのファンを搭載したファントレイア
センブリ（NC57-C3-FAN2-FW）

1

2X 40mmのファンを搭載したファントレイア
センブリ（NC57-C3-FAN1-FW）

2

アースパッド3

NCS-57D2-18DD-SYS

Cisco NCS-57D2-18DD-SYSルータの前面パネルには、次のポートがあります。

• QSFP-DDポート X 66

•管理ポート

•コンソールポート

•ネットワークタイミングインターフェイス

• GNSSポート

• USBポート
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図 21 : NCS-57D2-18DD-SYSの正面図

USBポート51 PPSのミニ同軸コネクタ（入力と出力）1

QSFP-DDポート X 66610 MHzのミニ同軸コネクタ（入力と出力）2

Time of Day（TOD）ポート7GNSSポート3

コンソールポート8管理イーサネットポート4

NCS-57D2-18DD-SYSルータポートは、次のように分割されます。

• 16個のクワッド（4ポートのグループ）

• 2個の非クワッドポート

これらの 16個のクワッドと 2個の非クワッドポート（合計 66ポート）で、18x400GbEまたは
66x100GbE構成オプションを提供します。
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図 22 :クワッドと非クワッドポート

16個のクワッドはすべて同一であり、柔軟なポート設定を提供します。

P0、P1、P2、および P3というラベルの付いたポートを持つ 1つのクワッドグループについて
考えます。この一連のポート番号（P0、P1、P2、およびP3）とポートの動作は、次の各クワッ
ドグループで同じです。

図 23 :シングルクワッドグループ：P0、P1、P2、および P3

クワッドグループは、最大 400GbEの合計トラフィックをサポートできます。

次の表に、NCS-57D2-18DD-SYSルータのクワッドグループでさまざまな光ファイバ用にサポー
トされるポート設定の概要を示します。
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表 12 :サポートされるポート設定

クワッドごとにサポートされる前面パネルポート前面パネルの設定

無効ポートアクティブポートポート数 Xポート設定

P1、P2、および P3P0 – 400GbE400GbE X 1

該当なしP0 – 100GbE

P1 – 100GbE

P2 – 100GbE

P3 – 100GbE

100GbE X 4

該当なしP0 – 40GbE

P1 – 40GbE

P2 – 40GbE

P3 – 40GbE

40GbE X 4

P1および P2P0 – 25GbE

P3 – 25GbE
25GbE X 4（ブレークアウト）

P1および P2P0 – 10GbE

P3 – 10GbE
10GbE X 4（ブレークアウト）

QDD-400G-ZRP光モジュールは、P0および P3クワッドグループと非クワッドポート（ポート
64と 65）でサポートされます。さまざまな動作モードの組み合わせについては、以下の表を
参照してください。

QDD-400G-ZR-S光モジュールは、P0クワッドグループと非クワッドポート（ポート64と65）
でのみサポートされます。

（注）

次の表に、QDD-400G-ZRPと他の光モジュールでサポートされている組み合わせを示します。
これらの表には、クワッドグループの残りのポートでサポートされる光モジュールの情報が含

まれています。QDD-400G-ZRPモジュールは P0で使用され、マックスポンダモードで設定さ
れます。また、QDD-400G-ZRPが 100GbEX 1または 100GbEX 2マックスポンダモードで設定
されている場合は、P0および P3クワッドポートの両方で使用できますが、残りの P1および
P2クワッドポートは無効になります。

表 13 :サポートされる QDD-400G-ZR-S/QDD-400G-ZRP光モジュールの対応組み合わせ

QDD-400G-ZRP（P0およ
び P3）

QDD-400G-ZRPQDD-400G-ZR-S/QDD-400G-ZRPクワッドポート
1

100GbE X 2/100GbE X
1

100GbE X 3400GbE/100GbE X 4N+0
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QDD-400G-ZRP（P0およ
び P3）

QDD-400G-ZRPQDD-400G-ZR-S/QDD-400G-ZRPクワッドポート
1

ディセーブルディセーブルディセーブルN+1

ディセーブルディセーブルディセーブルN+2

100GbE X 2/100GbE X
1

ディセーブルディセーブルN+3

1 N =クワッド数 X 4。クワッド数の範囲は 0～ 15です。

表 14 : N+0およびその他の光モジュールでサポートされる QDD-400G-ZRP（100GbE X 2マックスポンダモード）の組み合
わせ

QDD-400G-ZRPQDD-400G-ZRPクワッドポート
2

100GbE X 2100GbE X 2N+0

ディセーブル40GbE/100GbEN+1

ディセーブルディセーブルN+2

10GbE X 4/25GbE X 440GbE/100GbEN+3

2 N =クワッド数 X 4。クワッド数の範囲は 0～ 15です。

表 15 : N+0およびその他の光モジュールでサポートされる QDD-400G-ZRP（100GbE X 1マックスポンダモード）の組み合
わせ

QDD-400G-ZRPQDD-400G-ZRPQDD-400G-ZRPクワッドポート
3

100GbE X 1100GbE X 1100GbE X 1N+0

ディセーブルディセーブル40GbE/100GbEN+1

40GbE/100GbE100GbE40GbE/100GbEN+2

10GbE X 425GbE X 440GbE/100GbEN+3

3 N =クワッド数 X 4。クワッド数の範囲は 0～ 15です。

Cisco NCS-57D2-18DD-SYSルータの背面には、PSUとファンモジュールがあります。
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図 24 : NCS-57D2-18DD-SYSの背面図

PSU1

ファンモジュール（4）2

仕様
すべてのバリアントの物理仕様、温度、ルートプロセッサ、およびその他の詳細については、

『Cisco Network Convergence System 5700 Router Data Sheet』の「Cisco NCS 5700 chassis
specification」を参照してください。

ネットワークタイミングインターフェイス
ルータ上のネットワークタイミングインターフェイスの場所については、ネットワークイン

ターフェイス（22ページ）を参照してください。

クロックインターフェイスは、GPS、Building IntegratedTiming Supply（BITS）などの他のタイ
ミング信号を接続するための外部コネクタです。

GPS

ルータは、外部のクロックおよびタイミングソースから 1 PPS、10 MHz、および ToD信号を
受信できます。3つの入力は Sync-2インターフェイスとして結合され、外部タイミングソー
スまたは GPS入力を形成します。

ルータに存在する GPSコネクタの詳細は次のとおりです。

• ToD：RS422形式（入力時）。ToD形式には NTPおよび IEEE 1588-2008両方の時間形式
が含まれます。

• 1PPS：1.0/2.3 DINコネクタ（入力時）

• 10MHz：1.0/2.3 DINコネクタ（入力時）
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1PPS入力/出力およびToD入力/出力：このシールド付きRJ-45インターフェイスは、Time-of-Day
（ToD）および1PPSパルスの入力または出力に使用されます。ToD形式にはNTPおよび IEEE
1588-2008両方の時間形式が含まれます。

1PPSおよびTOD用の同じRS422ピンが、入力方向と出力方向で共有されます。それぞれの方
向は、ソフトウェアで個別に設定可能です。

次のように、DIN 1.0/2.3タイプの SMBコネクタを使用します。

• GPS 10 Mhzの入出力：GPS同期化のための 10 MHzの入力。

• GPS 1PPSの入出力：GPS同期化のための 1 PPSの入力。

BITS

ルータは、BITSインターフェイスを介した周波数の受信（Rx）および送信（Tx）をサポート
しています。BITS信号を送受信するには、ルートプロセッサ（RP）の clock-interface sync 0で
設定します。BITSポートは、NCS-57C1ルータの背面にあります。

NCS-57C1ルータの 1GEインターフェイスでは、SyncEで発生するジッターが G.8262の公差
仕様を超える場合があります。

（注）

GNSS
GNSSモジュールの RF入力ピンを含むすべてのピンに、ESD保護が組み込まれています。た
だし、屋外アンテナが接続されている場合は、追加のサージ保護が必要です。避雷器では、低

クランプ電圧（600V未満）をサポートしている必要があります。

GNSSモジュールの RF入力要件
• GNSSモジュールで最適なパフォーマンスを得るには、低ノイズ増幅器（LNA）が組み込
まれたアクティブな GPS/GNSSアンテナが必要です。アンテナ LNAは、受信した衛星信
号を次の 2つの目的で増幅します。

•ケーブル損失の補償

•受信者のフロントエンドに最適な範囲での信号振幅の上昇

必要な増幅は、22 dBゲイン +ケーブル/コネクタ損失 +スプリッタ信号損失です。

受信者モジュールのコネクタでの LNAゲインの推奨範囲（LNAゲインからすべてのケー
ブル/コネクタ損失、またはスプリッタ損失を減じたもの）は 22dB～ 30dBで、最小は
20dB、最大は 35dBです。

• GNSSモジュールは、同じ RF入力を通じてアクティブなアンテナに 5Vを提供します。
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•アンテナ LNA入力での実際の供給電圧は、アンテナに流れる電流によって異なります。
消費電流が高いアンテナではドロップが多くなるため、RFコネクタでの供給電圧が低下
してアンテナ LNAに十分な電力を供給できない可能性があります。その場合は、動作電
流が低いアンテナまたは供給電圧範囲が広いアンテナ（3～ 5.5V）を使用することを推奨
します。

• GNSSモジュールからの推奨最大電流は 55mAです。アンテナ LNAによる消費電流が
100mAを超えると、システムからショートアラームがトリガーされます。アンテナによる
消費電流が非常に少ない（4～8mA未満）場合やケーブルが断線している場合は、オープ
ンアラームがトリガーされます。

•サージ要件：

• GNSSモジュールの RF入力ピンを含むすべてのピンに、ESD保護が組み込まれてい
ます。ただし、屋上のアンテナが接続されている場合は、最終製品が取り付けられる

国の避雷に関する規則と基準に適合するために、追加のサージ保護が必要になる場合

があります。

•避雷は、アンテナケーブルが建物に入る場所に取り付ける必要があります。一次避雷
には、危険と考えられるすべての電気エネルギーを PE（保護接地）に伝導する機能
が必要です。

•サージアレスタは DCパスをサポートし、低減衰の GPS周波数範囲（1.575GHz）に
適している必要があります。

•アンテナの見通し要件については次のとおりです。

• GNSS信号はアンテナと人工衛星の間が直接視認できる場合にのみ受信できます。ア
ンテナと空の間に障害物がないことが条件になります。適切なタイミングで、4台以
上の衛星をロックでき、C/No値が 35を超えている必要があります。

アンテナ端末は、ANSI/NFPA70、NationalElectricalCode（NEC）、
特に 820.93項「同軸ケーブルの外部導電性シールドの接地」に
従って、建物入口に接地する必要があります。

（注）

•複数のGNSSモジュールが単一のアンテナに接続している場合は、パッシブスプリッ
タを使用します。

アンテナで GNSSモジュールからの電力供給を必要とする場合
は、スプリッタのすべての RFポートが DCパスに対応している
必要があります。

（注）
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コンソール
RS232コンソールポートは、送信（Tx）、受信（Rx）、およびアース（Gnd）を提供します。

活性挿抜（OIR）
ルータは、光モジュール、電源モジュール、およびファンモジュールとトレイのOIRをサポー
トしています。

このルータは、以下の OIR操作をサポートしています。

•光モジュールが取り外されている場合、他のポートのトラフィックフローへの影響はあり
ません。

•光モジュールが取り付けられている場合、現在の設定に基づいて操作用のポートが初期化
されます。挿入されている光モジュールがそのポートの現在の設定と互換性がない場合、

ポートは設定が更新されるまで動作しません。

•両方の電源が設置されてアクティブになっていると、負荷はそれらの間で共有されます。

電源が取り外された場合、電源が動作していない（故障した）場合、入力ケーブルが取り

外された場合は、残りの電源が中断なしにすべての負荷を引き継ぎます。

• NCS-57B1シャーシには 6つのファンモジュール、NCS-57C1シャーシには 5つのファン
モジュール、NCS 57C3-MODシャーシには 6つのファントレイがあります。各モジュー
ルまたはファントレイに 2つのファン装置があります。

トランシーバおよびケーブルの仕様
このルータでサポートされるトランシーバとケーブルを確認するには、『Transceiver Module
Group (TMG) Compatibility Matrix Tool』を参照してください。

https://tmgmatrix.cisco.com

トランシーバの仕様と取り付けに関する情報を確認するには、『CiscoTransceiverModules Install
and Upgrade Guides』[英語]を参照してください。
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第 2 章

設置の準備

Cisco NCS 5700シャーシを設置する前に、設置場所を準備する必要があります。

場所の準備には、次の作業が含まれます。

•設置ロードマップの確認（37ページ）
•安全に関する注意事項の確認（38ページ）
•設置ガイドラインの確認（39ページ）
•スペース要件（39ページ）
•工具と部品の調達（42ページ）
•固定ポートルータ用のアクセサリキット（43ページ）
•設置場所の準備 （45ページ）
•作業者の準備 （46ページ）
•シャーシを取り付けるためのラックの準備（48ページ）

設置ロードマップの確認
次の図は、Cisco NCS 5700シリーズ固定ポートシャーシとそのコンポーネントを設置する手
順、および運用に向けてシステムを準備する手順を示しています。このワークフローを参考に

して、すべてのコンポーネントを正しい順序で適切に設置してください。手順については、こ

の設置ガイドの該当する項を参照してください。

図 25 :インストールワークフロー
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安全に関する注意事項の確認
このマニュアルに記載されている作業を開始する前に、人身事故または機器の損傷を防ぐため

に、ここで説明する安全に関する注意事項を確認してください。人身事故または機器の損傷を

防ぐために、次の注意事項に従ってください。これらの注意事項にすべての危険が含まれてい

るわけではないため、常に注意してください。

•設置中および設置後は、作業場を清潔にし、煙や埃がない状態に保ってください。レー
ザーベースのコンポーネント内に汚れや埃が入らないように注意してください。

•ゆったりとした衣服や装身具など、ルータあるいはその他の関連コンポーネントに引っか
かるようなものは着用しないでください。

•シスコの装置は、その仕様および製品使用手順に従って使用した場合に、安全に運用でき
ます。

•シャーシから取り外す前に、固定構成 PDUまたはモジュラ構成電源シェルフの電源を必
ずオフにしてください。

•危険が生じる可能性がある場合は、1人で作業しないでください。

•複数の装置を電源回路に接続するときは、配線が過負荷にならないように注意してくださ
い。

•この装置は、接地させる必要があります。絶対にアース導体を破損させたり、アース線が
正しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでください。アースが適切かどう

かはっきりしない場合は、電気検査機関または電気技術者に連絡してください。

•怪我またはシャーシの破損を防ぐために、モジュール（電源装置、ファン、またはカード
など）のハンドルを持ってシャーシを持ち上げたり、傾けたりすることは絶対に避けてく

ださい。これらのハンドルは、シャーシの重さを支えるようには設計されていません。

•システムの稼働中は、バックプレーンに危険な電圧またはエネルギーが生じています。作
業を行うときは注意してください。

•装置を設置または交換する際は、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外します。

•ラックの安定装置をかけるか、ラックを床にボルトで固定してから、保守のために装置を
取り外す必要があります。ラックを安定させないと、転倒することがあります。

ステートメント 1051 -レーザー放射

接続されていない光ファイバケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射されて

いる可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないでく

ださい。

警告
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設置ガイドラインの確認
シャーシを設置する前に、次の注意事項が守られていることを確認してください。

•設置およびメンテナンスを行うのに十分なスペースが確保されているサイトが準備されて
いること。シャーシの設置に必要なスペースの仕様については、「スペース要件（39ペー
ジ）」を参照してください。

•動作環境が『Cisco Network Convergence System 5700 Series: NCS-57B1 Fixed Chassis Data
Sheet』の「Environmental properties」の表に記載されている範囲内にあること。

ラックにスタビライザが付いている場合は、スタビライザを取り付けてから、ラックに

シャーシを設置したり、ラック内のシャーシを保守したりすること。

•シャーシがラック内に入っている唯一の装置である場合は、ラックの一番下に取り付ける
こと。

•ラックに複数のシャーシを設置する場合は、一番重いコンポーネントをラックの一番下に
設置して、下から順番に取り付けること。

•シャーシの周囲および通気口を通過するエアーフローが妨げられないこと。

•ケーブルがラジオ、電線、蛍光灯などの電気ノイズ源から離れていること。また、ケーブ
ルを損傷する可能性のある他の装置から離して安全に配線すること。

•光モジュール接続のケーブル要件については、「トランシーバおよびケーブルの仕様（36
ページ）」の項を参照してください。各ポートはケーブルの反対側の波長仕様と一致させ

る必要があります。また、ケーブルは最大のケーブル長を超えないものとします。

スペース要件
固定ポートシャーシには、前面から背面への方向で通気が必要です。吸気/排気のために、前
面と背面には少なくとも 15.24 cm（6.0インチ）以上のスペースを設ける必要があります。背
面にはさらに 15.24 cm（6.0インチ）のスペースを設けて、電源モジュールとファンモジュー
ルの取り出し、取り付けを行えるようにしてください。
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図 26 :スペース要件

背面の吸気/排気用に 15.24
cm（6.0インチ）のスペー
ス

4シャーシ1

電源モジュールとファンモ

ジュールの取り出し、取り

付け用にさらに 15.24 cm
（6.0インチ）のスペース

NCS-57C3-MOD電
源はシャーシの前

面から取り付けま

す。したがって、
NCS-57C3-MOD
シャーシの背面に

は追加のスペース

は必要ありませ

ん。

（注）

5前面の吸気/排気用に 15.24 cm
（6.0インチ）のスペース

2
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シャーシの奥行：

• NCS-57B1：59.944cm（23.6
インチ）

• NCS-57C3-MOD：31.88cm
（12.55インチ）

• NCS-57C1：50.00 cm
（19.68インチ）

• NCS-57D2：59.99 cm
（23.62インチ）

3

•温度は、装置の吸気口で測定されます。

•温度は海抜ゼロメートルで有効です。高度が上がると、最大許容温度は低くなります。高
度が 300 m上がるごとに 1°C低下します。

• 1つのファンに障害が発生した場合、最大許容温度は指定された温度より低くなります。

•エアーフィルタが目詰まりしている場合は、記載されている温度より低い温度でも温度ア
ラームが発生することがあります。

（注）

エアーフローの方向

Cisco NCS 5700シリーズルータのファントレイと電源モジュールを通るエアーフローは、モ
ジュールの発注仕様に応じて、ポート側排気またはポート側吸気となります。適切なエアーフ

ローを確保するため、ルータの設置時は空気取り入れ口がコールドアイルに、排気口がホット

アイルに配置されるようにする必要があります。
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図 27 :ポート側吸気エアーフローの方向

図 28 :ポート側排気エアーフローの方向

工具と部品の調達
シャーシを取り付けるための次の工具および機器を用意します。

•シャーシをラックマウントするためのトルク調整可能な #1および #2プラスドライバ
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• 3/16インチマイナスドライバ

•メジャーおよび水準器

•静電気防止用リストストラップなどの静電気防止用器具

•静電気防止用マットまたは静電気防止材

•アダプタを取り付けるためのトルクス T15ドライバまたはトルクス T15キー

•アース線（6 AWGを推奨します）。地域および各国の規定に適合するサイズを使用して
ください。アース線の長さは、スイッチから適切なアース場所までの距離に応じて異なり

ます

•アースラグ（1）

•ラグ端子の寸法に適した圧着工具

•ワイヤストリッパ

•（ANSI）19インチマウントブラケットのペア

•ブラケットを固定するためのM4ネジ（16）

•アースラグを固定するためのM4ネジ（2）

固定ポートルータ用のアクセサリキット
次の表に、固定ポートルータのアクセサリキットのPIDと、アクセサリキットに含まれている
品目を示します。アクセサリキットにあるラックマウントキットには、設置に必要なネジとブ

ラケットが含まれています。
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表 16 :アクセサリキット情報

アクセサリキット 1の品目アクセサリキット1ルータ

19インチ 4支柱ラックマウン
トキットおよびアースラグ

キット

NC57-1RU-ACC-KIT1NCS-57C1-48Q6-SYS /
NCS-57C1-48Q6D-S

19インチ 2支柱ラックマウン
トキットおよびアースラグ

キット

NC57-1RU-ACC-KIT2

23インチ 4支柱ラックマウン
トキットおよびアースラグ

キット

NC57-1RU-ACC-KIT3

23インチ 2支柱ラックマウン
トキットおよびアースラグ

キット

NC57-1RU-ACC-KIT4

ケーブル管理キットNCS-57C1-CAB-MGMT

ラックマウントキットおよび

アースラグキット

8200-1RU-KITNCS-57B1-6D24-SYS

NCS-57B1-5DSE-SYS

19インチ 4支柱ラックマウン
トキットおよびアースラグ

キット

NC57-2RU-ACC-KITNCS-57D2-18DD-SYS

19インチ 2支柱ラックマウン
トキットおよびアースラグ

キット

NC57-2RU-ACC-KIT2

23インチ 4支柱ラックマウン
トキットおよびアースラグ

キット

NC57-2RU-ACC-KIT3

23インチ 2支柱ラックマウン
トキットおよびアースラグ

キット

NC57-2RU-ACC-KIT4

エアーフィルタNC57-2RU-FILTER

ラックマウントキットおよび

アースラグキット

NC57-3RU-ACC-KITNCS-57C3-MOD-SE-S

NCS 57C3-MOD-S
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設置場所の準備
ここでは、シャーシを収容する建物を適切にアース接続する方法について説明します。

このイメージは説明のみを目的としています。接地の要件は建物によって異なります。（注）

図 29 :アース接続されたラックルームのある建物
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設置場所の計画のエアーフロー

表 17 : Cisco NCS 5700のエアーフロー

最大システム温度での最大システムエアー

フロー（CFM）
デバイス

150NCS-57B1-5DSE-SYS

NCS-57B1-6D24-SYS

NCS-57C1-48Q6-SYS

150NCS-57D2-18DD-SYS

350NCS-57C3-MOD-S

NCS-57C3-MOD-SE-S

作業者の準備
ここでは、密閉された静電気防止用袋からシャーシを取り出す前の作業者の準備について説明

します。次の図では、手首に静電気防止用ストラップを付けて、袖口をアースに接続する接地

コードを付ける方法について説明します。静電気防止用リストストラップは、担当者の静電気

を制御する主要な手段です。
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図 30 :静電気防止用ストラップの着用
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図 31 :シャーシの取り扱い

シャーシを取り付けるためのラックの準備
取り付けレールがANSI/EIA-310-D-1992セクション 1に基づく英国ユニバーサルピッチの規格
に準拠する、標準 19インチ 4支柱Electronic IndustriesAlliance（EIA）キャビネットまたはラッ
クに、Cisco NCS 5700シリーズシャーシを取り付けます。

ラックの支柱間の間隔は、シャーシの幅に合わせて十分な幅にする必要があります。

シャーシを移動したりラックにシャーシを取り付ける前に、次のステップを行うことをお勧め

します。
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ステップ 1 シャーシを取り付けるラックを設置します。「設置場所の準備 （45ページ）」の説明に従って、シャー
シを取り付けるラックを必ずアース接続してください。

ステップ 2 ラックを床面に固定します。

床面にラックをボルト固定するには、フロアボルトキット（アンカー埋め込みキットとも言う）が必要で

す。床面にラックをボルト固定する方法の詳細については、フロアマウントキット専門の会社（たとえば

Hilti、詳細については Hilti.comを参照）に相談してください。特にボルトを毎年増し締めする必要がある
場合は、フロア取り付けボルトにアクセスできることを確認してください。
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第 3 章

シャーシの取り付け

このタスクを開始する前に、配布資料『安全上の警告』の「標準の警告文」に記載されている

安全上の警告を読み、確実に理解しておいてください。

Cisco NCS 5700ルータの設置には、次のタスクが含まれます。

この章の図は、特に指示がない限り参照専用です。シャーシの実際の外観とサイズは異なる場

合があります。

（注）

•ラックタイプ（51ページ）
• 23インチラック支柱への拡張プレートの取り付け（52ページ）
•シャーシのラックマウント（54ページ）
•シャーシの接地（102ページ）
•シャーシへの AC電源の接続（106ページ）
•シャーシへの DC電源の接続 （108ページ）
•電源装置の入出力範囲（113ページ）

ラックタイプ
図 32 :ラック仕様 EIA（19インチおよび 23インチ）
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表 18 :ラック仕様 EIA（19インチおよび 23インチ）

マウントフラン

ジの距離（Z）
ラック取り付け穴

の間隔（Y）
ラック前面の開口

（X）
ラックタイプ支柱タイプ

482.6 mm（19イ
ンチ）

465 mm（18.312
インチ）

450.8 mm（17.75
インチ）

48.3 cm（19イン
チ）

4支柱

2支柱

584.2 mm（23イ
ンチ）

566.7mm（22.312
インチ）

552.45mm（21.75
インチ）

58.4 cm（23イン
チ）

4支柱

2支柱

ラックマウントキットには、19インチラック用のラックマウントブラケットが含まれていま
す。23インチラックまたはETSIラックにシャーシを取り付けるには、19インチのラックマウ
ントブラケットに対応するアダプタプレートが必要です。23インチラックまたは ETSIラック
に取り付けるためのアダプタプレートは、NCS-57C3-MODシャーシのアクセサリキットに含
まれています。

（注）

NCS-57C1または NCS-57D2ルータは、19インチラックまたは 23インチラックに設置できま
す。NCS-57C1ルータを 23インチラックに取り付けるには、延長ブラケットを 23インチラッ
ク支柱に取り付ける必要があります。

（注）

23インチラック支柱への拡張プレートの取り付け

拡張プレートを 23インチラック支柱に取り付けます。3本の 12-24プラスなべネジを使用し、30インチポ
ンド（3.39 Nm）で締め、各拡張プレートを背面と前面のラック支柱の側面に取り付けます。
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図 33 : 23インチ 2支柱ラックへの拡張プレートの取り付け

図 34 : 23インチ 4支柱ラックへの拡張プレートの取り付け
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ネジ2拡張プレート1

次のタスク

19インチ支柱ポストの手順を参照して、ルータの取り付けを続行します。

シャーシのラックマウント
シャーシは 2支柱ラックまたは 4支柱ラックに取り付けることができます。

• 2支柱ラックへのNCS-57B1シャーシのラックマウント（54ページ）：NCS-57B1-6D24-SYS
および NCS-57B1-5DSE-SYSシャーシを 2支柱ラックに取り付ける手順について説明しま
す。

•スライダを使用した 2支柱ラックへの NCS-57C1シャーシのラックマウント（57ペー
ジ）：NCS-57C1シャーシを 2支柱ラックに取り付ける手順について説明します。

• #unique_32：NCS-57C3-MOD-SおよびNCS-57C3-MOD-SE-Sシャーシを 2支柱ラックに取
り付ける手順について説明します。

•スライダを使用した 2支柱ラックへの NCS-57D2シャーシのラックマウント（65ペー
ジ）：NCS-57D2-18DD-SYSシャーシを 2支柱ラックに取り付ける手順について説明しま
す。

• 4支柱ラックへのNCS-57B1シャーシのラックマウント（69ページ）：NCS-57B1-6D24-SYS
および NCS-57B1-5DSE-SYSシャーシを 4支柱ラックに取り付ける手順について説明しま
す。

•スライダを使用した 4支柱ラックへの NCS-57C1シャーシのラックマウント（72ペー
ジ）：NCS-57C1シャーシを 4支柱ラックに取り付ける手順について説明します。

•スライダを使用した 4支柱ラックへの NCS-57C3-MODシャーシのラックマウント（79
ページ）：スライダを使用して NCS-57C3-MOD-Sおよび NCS-57C3-MOD-SE-Sシャーシ
を 4支柱ラックに取り付ける手順について説明します。

•スライダを使用した 4支柱ラックへのNCS-57D2シャーシのラックマウント：スライダを
使用してNCS-57D2-18DD-SYSシャーシを 4支柱ラックに取り付ける手順について説明し
ます。

2支柱ラックへの NCS-57B1シャーシのラックマウント
ここでは、シャーシに付属しているラックマウントキットを使用して、キャビネットまたは 2
支柱ラックに次のシャーシを取り付ける方法について説明します。

• NCS-57B1-5DSE-SYS
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• NCS-57B1-6D24-SYS

ラックにキャスタが付いている場合、ブレーキがかかっているか、または別の方法でラックが

固定されていることを確認してください。

注意

次の表に、ルータに付属のラックマウントキットの内容を記載します。

表 19 :ルータのラックマウントキット

部品数

量

ラックマウントブラケット2

M4 X 6mmプラスさらネジ8

ステップ 1 次の手順で、2つのラックマウントブラケットをルータに取り付けます。

a) ポートがコールドアイル側になるようにルータを配置します。
b) ブラケットの耳をシャーシの前面に合わせた状態で、4個のネジ穴がシャーシ側面の4個のネジ穴に揃
うように、シャーシの側面にラックマウントブラケットを当てます。

c) 4本の 12インチポンド（1.4 N-m）M4ネジを使用して、ブラケットをシャーシに取り付けます。
d) ステップ 1bと 1cを繰り返して、ルータの反対側にもう一方のラックマウントブラケットを取り付け
ます。
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図 35 :ラックマウントブラケット

ケーブルガイド2ラックマウントブラケット1

M4 X 6プラスさらネジ3

ステップ 2 次の手順で、2支柱ラックにルータを取り付けます。

a) ルータを 2本のラック支柱の間に持ち上げます。この作業は 2人で行います。
b) ラックマウントブラケットが 2本のラック支柱に接触するまで、ルータを移動します。
c) 1人がシャーシを水平に持っている間、もう 1人が 2本のネジ（ラックのタイプに応じて 12-24または

10-32）を 2つのラックマウントブラケット（合計 4本のネジを使用）に差し込んで、垂直ラックの取
り付けレールのケージナットまたはネジ穴にネジを通します。

d) 10-32ネジは 20インチポンド（2.26 N·m）で締め、12-24ネジは 30インチポンド（3.39 N·m）で締めま
す。
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図 36 : 2支柱ラックマウント

スライダを使用した2支柱ラックへのNCS-57C1シャーシのラックマウ
ント

ここでは、NCS-57C1シャーシに付属しているラックマウントキットを使用して、キャビネッ
トまたは 2支柱ラックにシャーシを取り付ける方法について説明します。

ラックにキャスタが付いている場合、ブレーキがかかっているか、または別の方法でラックが

固定されていることを確認してください。

注意

次の表に、ルータに付属のラックマウントキットの内容を記載します。

表 20 : 2支柱ラックマウントキット

部品数

量

スライダアセンブリ：左右2

スライダブラケット：左右2
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部品数

量

12-24プラスなべネジ10

M4 X 6.5 mmプラス皿ネジ12

M4 X 8 mmプラスなべネジ2

（23インチラックマウントキットのみ）延長ブラケット4

アースラグ1

ステップ 1 （23インチラック支柱のみ）延長ブラケットを 23インチラック支柱に取り付けます。3本の 12-24プラス
なべネジを使用し、30インチポンド（3.39 Nm）で締め、各延長ブラケットを背面と前面のラック支柱の
両側に取り付けます。

図 37 : 23インチ 2支柱ラックへの延長ブラケットの取り付け

ネジ2延長ブラケット1

ステップ 2 次の手順で、スライダアセンブリをラックに取り付けます。

a) 左スライダアセンブリの外側のスライダを後部支柱ラックの穴に合わせ、左スライダアセンブリの内
部スライダを前部支柱ラックの穴に合わせます。スライダレールは底部に設置する必要があります。

b) 3本の 12-24プラスなべネジ（背面に 2本、前面に 1本）を使用し、30インチポンド（3.39 Nm）で締
め、スライダアセンブリを背面と前面のラック支柱に取り付けます。

c) ステップ 2aと 2bを繰り返して、ルータの反対側にもう一方のスライダアセンブリを取り付けます。
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図 38 : 19インチ 2支柱ラックのラックマウントスライダアセンブリ

スライダレール2スライダアセンブリ1

ネジ3

23インチ 2支柱ラックの場合は、ステップ 2と同じ手順に従って、スライダアセンブリを延長
ブラケットに取り付けます。

（注）
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図 39 : 23インチ 2支柱ラックのラックマウントスライダアセンブリ

スライダレール2スライダアセンブリ1

延長ブラケット4ネジ3

ステップ 3 次の手順で、スライダブラケットをルータに取り付けます。

a) 次のように、シャーシのどちらの端をコールドアイルに配置するかを決めます。

•ルータにポート側吸気モジュールがある場合は、ポートがコールドアイル側になるようにルータ
を配置します。

•ルータにポート側排気モジュールがある場合は、ファンと電源モジュールがコールドアイル側に
なるようにルータを配置します。

b) 図に示されているように、スライダブラケットの耳をシャーシの前面に合わせ、6本のM4 X 6.5 mm
皿ネジを使用し、12インチポンド（1.4 Nm）で締め、ブラケットをシャーシに取り付けます。

c) ステップ 3bと 3cを繰り返して、ルータの反対側にもう一方のスライダブラケットを取り付けます。

Cisco NCS 5700シリーズ固定ポートルータハードウェア設置ガイド
60

シャーシの取り付け

スライダを使用した 2支柱ラックへの NCS-57C1シャーシのラックマウント



図 40 :スライダブラケットの取り付け

ネジ2スライダブラケット1

ステップ 4 次の手順で、2支柱ラックにルータを取り付けます。

a) 両手でルータを持ち、ラック前面の支柱の間に後ろ向きでルータを入れます。
b) スライダブラケットがラックに取り付けられたスライダレールに接触するまでルータを動かします。
スライダブラケットをスライダレールに滑り込ませ、ルータをラックの奥までゆっくりスライドさせ

ます。

c) 1人がシャーシを水平に持っている間、もう 1人が 2本の 12-24なべネジを 2つのラックマウントブラ
ケットに差し込んで（合計 4本のネジを使用）、垂直ラックの取り付けレールのケージナットまたは
ネジ穴にネジを差し込みます。

d) 12-24ネジを 30 in-lb（3.39 N.m）の力で締めます。
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図 41 : 19インチ 2支柱ラックマウントシャーシ

図 42 : 23インチ 2支柱ラックマウントシャーシ
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2支柱ラックへの NCS-57C3-MODシャーシのラックマウント
ここでは、シャーシに付属しているラックマウントキットを使用して、キャビネットまたは 2
支柱ラックに次のシャーシを取り付ける方法について説明します。

• NCS-57C3-MOD-S

• NCS-57C3-MOD-SE-S

ラックにキャスタが付いている場合、ブレーキがかかっているか、または別の方法でラックが

固定されていることを確認してください。

注意

次の表に、ルータに付属のラックマウントキットの内容を記載します。

表 21 :ルータのラックマウントキット

部品数

量

ラックマウントブラケット2

M4 X 6mmプラスさらネジ14

NCS-57C3ルータにエアーフィルタを取り付けるには、エアーフィルタキット（PID：
NCS-57C3-FR-KIT）に付属の 19インチブラケットのみを使用してルータをラックに取り付け
る必要があります。エアーフィルタを取り付けるには、（オプション）NCS-57C3ルータへの
エアーフィルタの取り付け（100ページ）を参照してください。

（注）

ステップ 1 次の手順で、2つのラックマウントブラケットをルータに取り付けます。

a) ポートがコールドアイル側になるようにルータを配置します。
b) ブラケットの耳をシャーシの前面に合わせた状態で、7個のネジ穴がシャーシ側面の7個のネジ穴に揃
うように、シャーシの側面にラックマウントブラケットを当てます。

c) 7本の 12インチポンド（1.4 Nm）M4ネジを使用して、ブラケットをシャーシに取り付けます。
d) ステップ 1bと 1cを繰り返して、ルータの反対側にもう一方のラックマウントブラケットを取り付け
ます。

Cisco NCS 5700シリーズ固定ポートルータハードウェア設置ガイド
63

シャーシの取り付け

2支柱ラックへの NCS-57C3-MODシャーシのラックマウント



図 43 :ラックマウントブラケット

M4 X 6プラスさらネジ2ラックマウントブラケット1

ステップ 2 次の手順で、2支柱ラックにルータを取り付けます。

a) ルータを 2本のラック支柱の間に持ち上げます。この作業は 2人で行います。
b) ラックマウントブラケットが 2本のラック支柱に接触するまで、ルータを移動します。
c) 1人がシャーシを水平に持っている間、もう 1人が 6本のネジ（ラックのタイプに応じて 12-24または

10-32）を 2つのラックマウントブラケット（合計 12本のネジを使用）に差し込んで、垂直ラックの
取り付けレールのケージナットまたはネジ穴にネジを通します。

d) 10-32ネジは 20インチポンド（2.26 N·m）で締め、12-24ネジは 30インチポンド（3.39 N·m）で締めま
す。
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図 44 : 2支柱ラックマウント

スライダを使用した2支柱ラックへのNCS-57D2シャーシのラックマウ
ント

ここでは、NCS-57D2シャーシに付属しているラックマウントキットを使用して、キャビネッ
トまたは 19インチの 2支柱ラックにシャーシを取り付ける方法について説明します。

ラックにキャスタが付いている場合、ブレーキがかかっているか、または別の方法でラックが

固定されていることを確認してください。

注意

次の表に、ルータに付属のラックマウントキットの内容を記載します。

表 22 : 2支柱ラックマウントキット

部品数

量

スライダアセンブリ：左右2

スライダブラケット：左右2

12-24プラスなべネジ20
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部品数

量

M4 X 5.7 mmプラス皿ネジ26

（23インチラックマウントキットのみ）延長ブラケット4

アースラグ1

始める前に

ルータを 23インチラックに設置するには、23インチラック支柱に延長ブラケットを取り付け
て（「23インチラック支柱への拡張プレートの取り付け」を参照）、この手順を続行します。

ステップ 1 次の手順で、スライダアセンブリをラックに取り付けます。

a) 左側のスライダアセンブリを背面支柱のラック取り付け穴に合わせます。スライダレールは底部に設
置する必要があります。

b) 4本の 12-24プラスなべネジを使用し、30インチポンド（3.39 Nm）で締め、スライダアセンブリを背
面支柱に取り付けます。

c) ステップ 2aと 2bを繰り返して、ルータの反対側にもう一方のスライダアセンブリを取り付けます。

図 45 : 19インチ 2支柱ラックのラックマウントスライダアセンブリ

ネジ2スライダアセンブリ1

スライダレール3

23インチ 2支柱ラックの場合は、ステップ 2と同じ手順に従って、スライダアセンブリを延長
ブラケットに取り付けます。

（注）

ステップ 2 次の手順で、スライダブラケットをルータに取り付けます。

a) 次のように、シャーシのどちらの端をコールドアイルに配置するかを決めます。

•ルータにポート側吸気モジュールがある場合は、ポートがコールドアイル側になるようにルータ
を配置します。
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•ルータにポート側排気モジュールがある場合は、ファンと電源モジュールがコールドアイル側に
なるようにルータを配置します。

b) 図のように、スライダブラケットの耳をシャーシの前面に合わせ、12本のM4 X 5.7 mm皿ネジを使用
し、12インチポンド（1.4 Nm）で締め、ブラケットをシャーシに取り付けます。

c) ステップ 3cを繰り返して、ルータの反対側にもう一方のスライダブラケットを取り付けます。

図 46 :スライダブラケットの取り付け

ネジ2スライダブラケット1

ステップ 3 次の手順で、2支柱ラックにルータを取り付けます。

a) 両手でルータを持ち、ラック前面の支柱の間に後ろ向きでルータを入れます。
b) スライダブラケットがラックに取り付けられたスライダレールに接触するまでルータを動かします。
スライダブラケットをスライダレールに滑り込ませ、ルータをラックの奥までゆっくりスライドさせ

ます。

c) 1人がシャーシを水平に持っている間、もう 1人が 6本の 12-24なべネジを 2つのラックマウントブラ
ケットに差し込んで（合計 12本のネジを使用）、垂直ラックの取り付けレールのケージナットまたは
ネジ穴にネジを差し込みます。

d) 12-24なべネジを 30インチポンド（3.39 Nm）で締めます。
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図 47 : 19インチ 2支柱ラックマウントシャーシ

アースパッドの位置2ネジ1

ステップ 4 シャーシにアースパッドを取り付けます。M4 X 5.7 mmネジを 2本使用して、12インチポンド（1.4 Nm）
で締めます。
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図 48 :アースパッドの取り付け

ネジ2アースパッド1

4支柱ラックへの NCS-57B1シャーシのラックマウント
ここでは、ルータに付属しているラックマウントキットを使用して、4支柱ラックにルータを
取り付ける方法について説明します。

ラックにキャスタが付いている場合、ブレーキがかかっているか、または別の方法でラックが

固定されていることを確認してください。

注意

次の表に、ラックマウントキットに含まれる品目を示します。
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表 23 : NCS-57B1-6D24-SYSおよび NCS-57B1-5DSE-SYSルータのラックマウントキット

部品数

量

ラックマウントブラケット2

M4 X 6 mmプラス皿ネジ18

M4 X 6 mmなべネジ2

ラックマウントガイド2

ラックマウントスライダレール2

アースラグ1

接地プレート1

ステップ 1 次の手順で、ラックマウントブラケットをルータに取り付けます。

a) 次のように、シャーシのどちらの端をコールドアイルに配置するかを決めます。

•ルータにポート側吸気モジュール（赤紫色のカラーリングのファンモジュール）がある場合は、
ポートがコールドアイル側になるようにルータを配置します。

•ルータにポート側排気モジュール（青色のカラーリングのファンモジュール）がある場合は、ファ
ンと電源モジュールがコールドアイル側になるようにルータを配置します。

b) シャーシの側面にラックマウントブラケットを当て、4個のネジ穴をシャーシ側面の4個のネジ穴に合
わせてから、4本のM4さらネジを使用してブラケットをシャーシに取り付けます。

接地カバーラベルを取り外してアースカバープレートをシャーシの接地用の穴に合わせ、ラッ

クマウントブラケットを取り付けます。

（注）

ラックマウントブラケットのネジ穴4個は、シャーシ前面のネジ穴4個に揃えることも、シャー
シ背面のネジ穴 4個に揃えることもできます。使用する穴は、シャーシのどちらの側面をコー
ルドアイル側にするかによって異なります。

（注）
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図 49 :ラックマウントブラケット：ポート側吸気

ラックマウントガイド3ラックマウントブラケット1

ラックマウントスライダレール4M4 X 6 mmプラス皿ネジ2

c) ステップ1bを繰り返して、ルータの反対側にもう一方のラックマウントブラケットを取り付けます。

ステップ 2 次の手順で、シャーシに 2つのラックマウントガイドを取り付けます。

a) シャーシの側面にラックマウントガイドを当て、2個のネジ穴をシャーシ側面の 2個の穴に合わせて
から、2本のM4ネジを使用してガイドをシャーシに取り付けます。

b) 同様に、ルータの反対側にもラックマウントガイドを取り付けます。

ステップ 3 スライダレールを次のようにラックに取り付けます。

a) スライダレールをラック後方の目的のレベルに合わせ、ラックのねじ山タイプに応じて、2本の 12-24
ネジまたは 2本の 10-32ネジを使用して、ラックにレールを取り付けます。

角穴のラックの場合は、12-24ネジを使用する前に、スライダレールの各取り付け穴の後ろに
12-24ケージナットを配置する必要がある場合があります。

（注）

b) 同様に、ラックの反対側にもスライダレールを取り付けます。
c) メジャーおよび水準器を使用して、レールが同じ高さで水平になっているか確認します。

ステップ 4 次の手順に従って、ルータをラックに差し込んで取り付けます。

Cisco NCS 5700シリーズ固定ポートルータハードウェア設置ガイド
71

シャーシの取り付け

4支柱ラックへの NCS-57B1シャーシのラックマウント



a) 両手でルータを持ち、ラック前面の支柱の間に後ろ向きでルータを入れます。
b) ラックに取り付けたスライダレールにルータの両側の 2つのラックマウントガイドを合わせます。
ラックマウントガイドをスライダレールに滑り込ませ、ルータをラックの奥までゆっくりスライドさ

せます。

ルータをスムーズにスライドできないときは、ラックマウントガイドとスライダレールの位置

を合わせ直します。

（注）

c) シャーシを水平に保持し、2本のネジ（ラックのタイプに応じて 12-24または 10-32）を各ラックマウ
ントブラケットの穴に差し込み、ラック取り付けレールのケージナットまたはネジ穴にネジを通しま

す。

d) 10-32ネジは 20インチポンド（2.26 N·m）で締め、12-24ネジは 30インチポンド（3.39 N·m）で締めま
す。

図 50 : 4支柱ラックマウント

スライダを使用した4支柱ラックへのNCS-57C1シャーシのラックマウ
ント

ここでは、NCS-57C1シャーシに付属しているラックマウントキットを使用して、キャビネッ
トまたは 4支柱ラックにシャーシを取り付ける方法について説明します。
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ラックにキャスタが付いている場合、ブレーキがかかっているか、または別の方法でラックが

固定されていることを確認してください。

注意

次の表に、ルータに付属のラックマウントキットの内容を記載します。

表 24 : 4支柱ラックマウントキット

部品数

量

スライダアセンブリ：左右2

スライダブラケット：左右2

12-24プラスなべネジ12

M4 X 6.5 mmプラス皿ネジ12

M4 X 8 mmプラスなべネジ2

（23インチラックマウントキットのみ）延長ブラケット4

アースラグ1

ステップ 1 （23インチラック支柱のみ）延長ブラケットを 23インチラック支柱に取り付けます。3本の 12-24プラス
なべネジを使用し、30インチポンド（3.39 Nm）で締め、各延長ブラケットを背面と前面のラック支柱の
両側に取り付けます。
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図 51 : 23インチ 4支柱ラックへの延長ブラケットの取り付け

ネジ2延長ブラケット1

ステップ 2 次の手順で、スライダアセンブリをラックに取り付けます。

a) 左スライダアセンブリの外側のスライダを後部支柱ラックの穴に合わせ、左スライダアセンブリの内
部スライダを前部支柱ラックの穴に合わせます。スライダレールは底部に設置する必要があります。

b) 4本の 12-24プラスなべネジ（背面に 3本、前面に 1本）を使用し、30インチポンド（3.39 Nm）で締
め、スライダアセンブリを背面と前面のラック支柱に取り付けます。

c) ステップ 2aと 2bを繰り返して、ルータの反対側にもう一方のスライダアセンブリを取り付けます。
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図 52 : 19インチ 4支柱ラックのラックマウントスライダアセンブリ

スライダレール2スライダアセンブリ1

ネジ3

23インチ 2支柱ラックの場合は、ステップ 2と同じ手順に従って、スライダアセンブリを延長
ブラケットに取り付けます。

（注）
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図 53 : 23インチ 4支柱ラックのラックマウントスライダアセンブリ

スライダレール2スライダアセンブリ1

延長ブラケット4ネジ3

ステップ 3 次の手順で、スライダブラケットをルータに取り付けます。

a) 次のように、シャーシのどちらの端をコールドアイルに配置するかを決めます。

•ルータにポート側吸気モジュールがある場合は、ポートがコールドアイル側になるようにルータ
を配置します。

•ルータにポート側排気モジュールがある場合は、ファンと電源モジュールがコールドアイル側に
なるようにルータを配置します。

b) 図に示されているように、スライダブラケットの耳をシャーシの前面に合わせ、6本のM4平頭ネジを
使用し、12インチポンド（1.4 Nm）で締め、ブラケットをシャーシに取り付けます。

c) ステップ 3bと 3cを繰り返して、ルータの反対側にもう一方のスライダブラケットを取り付けます。
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図 54 :スライダブラケットの取り付け

ネジ2スライダブラケット1

ステップ 4 次の手順で、ルータを 4支柱ラックに取り付けます。

a) 両手でルータを持ち、ラック前面の支柱の間に後ろ向きでルータを入れます。
b) スライダブラケットがラックに取り付けられたスライダレールに接触するまでルータを動かします。
スライダブラケットをスライダレールに滑り込ませ、ルータをラックの奥までゆっくりスライドさせ

ます。

c) 1人がシャーシを水平に持っている間、もう 1人が 2本の 12-24ネジを 2つのラックマウントブラケッ
トに差し込んで（合計 4本のネジを使用）、垂直ラックの取り付けレールのケージナットまたはネジ
穴にネジを差し込みます。

d) 12-24なべネジを 30インチポンド（3.39 Nm）で締めます。
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図 55 : 4支柱ラックマウントシャーシ

図 56 : 23インチ 4支柱ラックマウントシャーシ
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スライダを使用した 4支柱ラックへの NCS-57C3-MODシャーシのラッ
クマウント

ここでは、スライダを使用して 4支柱ラックに Cisco NCS 57C3-MODシャーシを取り付ける方
法について説明します。スライダを使用して、4支柱ラックにシャーシを取り付けます。メン
テナンス時には、スライダを使用してシャーシのファントレイに簡単にアクセスできます。

スライダを使用せずに 4支柱ラックにNCS57C3-MODシャーシを取り付けるには、2支柱ラッ
クマウント手順（2支柱ラックへのNCS-57C3-MODシャーシのラックマウント（63ページ））
を使用します。NCS-57C3ルータにエアーフィルタを取り付けるには、エアーフィルタキット
（PID：NCS-57C3-FR-KIT）に付属の19インチブラケットのみを使用してルータをラックに取
り付ける必要があります。エアーフィルタを取り付けるには、（オプション）NCS-57C3ルー
タへのエアーフィルタの取り付け（100ページ）を参照してください。

（注）

• NC55-2RU-ACC-SL1：幅 476 mm（最小 650 X 650 mm）の特注のキャビネット、または同
等の仕様のキャビネット用に設計されています。このスライダはシャーシに直接取り付け

ます。

NC55-2RU-ACC-SL1を取り付けるためのラックの要件：

• 4支柱ラック

• 476 cm幅の中央から中央レールへの取り付け。

•前方取り付けレール間の幅が少なくとも 45.0 cm（17.75インチ）であること。

•光ファイバケーブルの最小曲げ半径を確保するために、キャビネットの前方取り付け
レールから前面扉までに 12.0 cm（4.7インチ）以上のスペースがあること。

•キャビネットの前方取り付けレールと前面扉の内側面間の最小スペースが14.7cm（5.8
インチ）であること。この間隔は、キャビネットの周囲温度の設定点に応じて変化す

る可能性があります。

•背面ブラケットを取り付けられるように、前方取り付けレールの外面と後方取り付け
レールの外面の距離が 40.7～ 50.5 cm（16.0～ 19.9インチ）であること。

• NC55-2RU-ACC-SL2：19インチ（最小 650 X 650 mm）EIAキャビネット標準 4支柱ラッ
ク用に設計されています。このスライダではトレイ（PID：NC57C3-ACC-SL-TR）を使用
し、トレイにシャーシを取り付けます。

NC55-2RU-ACC-SL2を取り付けるためのラックの要件：

•標準 48.3 cm（19インチ）（ANSI/EIA-310-D-1992のセクション 1に基づく英国ユニ
バーサルピッチの規格に準拠しているマウントレール付き4支柱EIAキャビネット）。

•前方取り付けレール間の幅が少なくとも 45.0 cm（17.75インチ）であること。
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•キャビネットの前方取り付けレールと前面扉の内側面間の最小スペースが14.7cm（5.8
インチ）であること。この最小間隔は、キャビネットの周囲温度の設定点に応じて変

化する可能性があります。

•光ファイバケーブルの最小曲げ半径を確保するために、キャビネットの前方取り付け
レールから前面扉までに 12.0 cm（4.7インチ）以上のスペースがあること。

•背面ブラケットを取り付けられるように、前方取り付けレールの外面と後方取り付け
レールの外面の距離が 41.9～ 48.26 cm（16.5～ 19インチ）であること。

スライダアセンブリは次の 3つの部品で構成されています。

•内側スライダメンバ

•中央スライダメンバ

•外側スライダメンバ

外側スライダメンバのフロントエンドは、NC55-2RU-ACC-SL1と NC55-2RU-ACC-SL2で異
なる場合があります。

NC55-2RU-ACC-SL2の外側スライダメンバーは、2本のネジで前面支柱に取り付けます。一
方、NC55-2RU-ACC-SL1の外側スライダメンバーは、前面支柱のラック穴を通してラッチで
ラックに固定します。

（注）

図 57 :スライダアセンブリ

中央スライダメンバ2外側スライダメンバ1
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内側スライダメンバ4中央スライダメンバのロック解除機能3

次の表に、Cisco NCS 57C3-MODルータのラックマウントキットに含まれている品目を示しま
す。

表 25 :ルータのラックマウントキット

部品数

量

ラックマウントブラケット2

ラックマウントスライダレール2

M4 x 8 mmプラスさらネジ8

M4 x 8 mmなべネジ2

アースラグ1

（NC55-2RU-ACC-SL1のみ）M4 x 10 mmプラスなべネジ6

（NC55-2RU-ACC-SL2のみ）M4 x 8 mmプラス皿ネジ6

（NC55-2RU-ACC-SL2のみ）ワッシャ4

（NC55-2RU-ACC-SL2のみ）10-32さらネジ4

（NC55-2RU-ACC-SL2のみ）9.1 mmラックマウントピン4

（NC55-2RU-ACC-SL2のみ）8.8 mmラックマウントピン4

NCS-57C3-MODシャーシ用の NC55-2RU-ACC-SL2で使用されるトレイとネジ
（NC57C3-ACC-SL-TR）。

1

ステップ 1 スライダアセンブリの前面にある白色のタブ（外側スライダメンバ）を押し下げて、スライダアセンブ

リから内側スライダメンバを取り外します。
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図 58 :スライダアセンブリからの内側スライダメンバの取り外し

青色のタブ2白色のタブ1

ステップ 2 中央スライダメンバのロック解除機能を押し、中央スライダメンバをスライドさせてスライダアセンブ

リに戻します。

ステップ 3 NC55-2RU-ACC-SL1の場合、シャーシの側面に内側スライダメンバーを取り付けます。

1. 内側スライダメンバーをシャーシの一方の側の位置に合わせ、3本のM4 X 10mmなべネジを使用し
て、12インチポンド（1.4 Nm）までネジを締めます。

2. 同じ手順を繰り返して、内側スライダメンバーをシャーシの反対側に取り付けます。
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図 59 :シャーシへの内側スライダメンバの取り付け

M4 X 10mmプラスなべネジ。2内側スライダメンバ1

NC55-2RU-ACC-SL2の場合、トレイの側面に内側スライダメンバーを取り付けます。

1. 内側スライダメンバーをトレイの一方の側の位置に合わせ、7本のM4X8mm皿ネジを使用して、12
インチポンド（1.4 Nm）までネジを締めます。

2. 同じ手順を繰り返して、内側スライダメンバーをトレイの反対側に取り付けます。

図 60 :トレイへの内側スライダメンバーの取り付け

M4 X 8mmプラス皿ネジ。2内側スライダメンバ1
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ステップ 4 外側スライダメンバをラックに取り付けます。

1. 外側スライダのラックマウントピンを背面ポストのラック穴に合わせます。

外側スライダメンバのラックマウントピンがラックの穴の寸法に収まらない場合は、パッケー

ジに付属のピンを使用します。

（注）

2. （NC55-2RU-ACC-SL1）外側スライダメンバーのフロントエンドでは、ラックとラッチのネジ穴を
ラックに通します。「図 61 :外側スライダメンバのリアエンドおよびフロントエンド
（NC55-2RU-ACC-SL1）」を参照してください。

図 61 :外側スライダメンバのリアエンドおよびフロントエンド（NC55-2RU-ACC-SL1）

フロントエンド：外側スライダメンバにあるネジアダ

プタ

2リアエンド：外側スライダメンバ1

外側スライダメンバ3
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（NC55-2RU-ACC-SL2）スライダを調整し（押し込む、引っ張る）、スライダを前面支柱の背後に
固定します。2本のさらネジ（10-32）とワッシャを使用して、スライダを前面支柱に取り付けます。
「図 62 :外側スライダメンバのリアエンドおよびフロントエンド（NC55-2RU-ACC-SL2）」を参照
してください。

ラックの穴からスライダを通すことができない場合は、外側スライダメンバのフロントエン

ドにあるネジアダプタを取り外します。スライダをラックの穴に通した後、ネジを締めます。

（注）

図 62 :外側スライダメンバのリアエンドおよびフロントエンド（NC55-2RU-ACC-SL2）

さらネジ2フロントエンド：外側スライダメンバにあるネジアダ

プタ

1

リアエンド：外側スライダメンバ4ワッシャ3

リアエンド：ラックマウントピン6フロントエンド：外側スライダメンバ5
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3. 4a～ 4bを繰り返して、外側スライダメンバをシャーシの反対側に取り付けます。

図 63 :ラックへの外側スライダメンバの取り付け

外側スライダメンバ1

ステップ 5 中央スライダメンバをスライダアセンブリから引き出します。
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図 64 :中央スライダメンバの引き伸ばし

中央スライダメンバ1

ステップ 6 シャーシまたはトレイに取り付けられている内側スライダメンバーをラックの中央スライダメンバに挿

入します。

ステップ 7 シャーシまたはトレイを中央スライダメンバにスライドさせて、さらに押し込みます。
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図 65 :ラックへのシャーシの取り付け

図 66 :ラックへのトレイの取り付け

中央スライダメンバ2外側スライダメンバ1

内側スライダメンバ3

ステップ 8 トレイ付きの NC55-2RU-ACC-SL2の場合は、次の手順を実行します。
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1. トレイの上にシャーシを置き、トレイのネジ穴にシャーシを合わせます。

2. 6本のM4X8mmなべネジ（各側に 3本）を使用し、ネジを 12インチポンド（1.4Nm）で締めます。

図 67 :トレイへのシャーシの取り付け

ネジ2トレイ1

ステップ 9 両側の内側スライダメンバ上の青色のリリースタブを同時に引いて、ロック位置を解除します。続けて、

シャーシをラックに押し込みます。

ステップ 10 シャーシ両側の取り付けネジを締めます。ネジは、ラックの穴を通って外側スライダメンバのネジアダ

プタの位置に合っています。
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図 68 :ラックへのシャーシの固定

図 69 :ラックへのトレイの固定

取り付けネジ1
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次のタスク

シャーシを接地します。

スライダを使用した4支柱ラックへのNCS-57D2シャーシのラックマウ
ント

ここでは、NCS-57D2シャーシに付属しているラックマウントキットを使用して、キャビネッ
トまたは 19インチの 4支柱ラックにシャーシを取り付ける方法について説明します。

ラックにキャスタが付いている場合、ブレーキがかかっているか、または別の方法でラックが

固定されていることを確認してください。

注意

次の表に、ルータに付属のラックマウントキットの内容を記載します。

表 26 : 4支柱ラックマウントキット

部品数

量

スライダアセンブリ：左右2

スライダブラケット：左右2

12-24プラスなべネジ22

M4 X 5.7 mmプラス皿ネジ22

延長ブラケット（23インチラックマウントキットのみ）4

アースラグ1

始める前に

ルータを 23インチラックに設置するには、23インチラック支柱に延長ブラケットを取り付け
て（「23インチラック支柱への拡張プレートの取り付け」を参照）、この手順を続行します。

ステップ 1 次の手順で、スライダアセンブリをラックに取り付けます。

a) 左スライダアセンブリの外側のスライダを後部支柱ラックの穴に合わせ、左スライダアセンブリの内
部スライダを前部支柱ラックの穴に合わせます。スライダレールは底部に設置する必要があります。

b) 6本の 12-24プラスなべネジ（背面に 5本、前面に 1本）を使用し、30インチポンド（3.39 Nm）で締
め、スライダアセンブリを背面と前面のラック支柱に取り付けます。

c) ステップ 2aと 2bを繰り返して、ルータの反対側にもう一方のスライダアセンブリを取り付けます。
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図 70 : 19インチ 4支柱ラックのラックマウントスライダアセンブリ

スライダアセンブリの内側スライダ2スライダアセンブリの外側スライダ1

スライダレール4ネジ3

23インチ 2支柱ラックの場合は、ステップ 2と同じ手順に従って、スライダアセンブリを延長
ブラケットに取り付けます。

（注）

ステップ 2 次の手順で、スライダブラケットをルータに取り付けます。

a) 次のように、シャーシのどちらの端をコールドアイルに配置するかを決めます。

•ルータにポート側吸気モジュールがある場合は、ポートがコールドアイル側になるようにルータ
を配置します。

•ルータにポート側排気モジュールがある場合は、ファンと電源モジュールがコールドアイル側に
なるようにルータを配置します。

b) シャーシにアースパッドを取り付けます。M4 X 5.7 mmネジを 2本使用して、12インチポンド（1.4
Nm）で締めます。
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図 71 :アースパッドの取り付け

ネジ2アースパッド1

c) 図のように、スライダブラケットの耳をシャーシの前面に合わせ、10本のM4 X 5.7 mm皿ネジを使用
し、12インチポンド（1.4 Nm）で締め、ブラケットをシャーシに取り付けます。

d) 3cを繰り返して、ルータの反対側にもう一方のスライダブラケットを取り付けます。

図 72 :スライダブラケットの取り付け

ネジ2スライダブラケット1
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アースパッド3

ステップ 3 次の手順で、ルータを 4支柱ラックに取り付けます。

a) 両手でルータを持ち、ラック前面の支柱の間に後ろ向きでルータを入れます。
b) スライダブラケットがラックに取り付けられたスライダレールに接触するまでルータを動かします。
スライダブラケットをスライダレールに滑り込ませ、ルータをラックの奥までゆっくりスライドさせ

ます。

c) 1人がシャーシを水平に持っている間、もう 1人が 5本の 12-24ネジを 2つのラックマウントブラケッ
トに差し込んで（合計 10本のネジを使用）、垂直ラックの取り付けレールのケージナットまたはネジ
穴にネジを差し込みます。

d) 12-24なべネジを 30インチポンド（3.39 Nm）で締めます。

図 73 : 19インチ 4支柱ラックマウントシャーシ

アースパッド2ネジ1

（オプション）NCS-57D2ルータへのエアーフィルタの取り付け
ここでは、2支柱ラックに取り付けられた NCS-57D2ルータにエアーフィルタを設置する手順
について説明します。4支柱ラックに取り付けられた NCS-57D2ルータにエアーフィルタを設
置する場合も、同じ手順が適用されます。
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始める前に

ステップ 1 図のように、シャーシに取り付けられたスライダブラケットの各側面から 4本のネジを取り外します。ネ
ジは再度取り付けるので保存しておきます。

図 74 :スライダブラケットからのネジの取り外し -ポート側吸気構成

図 75 :スライダブラケットからのネジの取り外し -ポート側排気構成

ネジ1

ステップ 2 シャーシに取り付けられたスライダブラケットのいずれかの側面に、エアーフィルタの支持ブラケットを
取り付けます。

ポート側吸気構成では、図のように、スライダブラケットの各側面にある 3本のネジを使用します。12-24
なべネジを 30インチポンド（3.39 Nm）で締めます。

ポート側排気構成では、図のように、スライダブラケットの各側面にある 4本のネジを使用します。12-24
なべネジを 30インチポンド（3.39 Nm）で締めます。
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図 76 :エアーフィルタの支持ブラケットの取り付け -ポート側吸気構成

図 77 :エアーフィルタの支持ブラケットの取り付け -ポート側排気構成

ネジ2エアーフィルタの支持ブラケット1
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ステップ 3 ガイドピンを使用してエアーフィルタのエンクロージャを差し込み、図のように取り付けネジを締めます。

図 78 :エアーフィルタのエンクロージャの差し込み -ポート側吸気構成
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図 79 :エアーフィルタのエンクロージャの差し込み -ポート側排気構成

ガイドピン3エアーフィルタのエンクロージャ1

取り付けネジ2

ステップ 4 図のように、取り付けネジを使用してエアーフィルタのエンクロージャにエアーフィルタを取り付けます。
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図 80 :エアーフィルタの取り付け -ポート側吸気構成

図 81 :エアーフィルタの取り付け -ポート側排気構成
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取り付けネジ2エアーフィルタ1

（オプション）NCS-57C3ルータへのエアーフィルタの取り付け

始める前に

NCS-57C3ルータにエアーフィルタを取り付けるには、エアーフィルタキット（PID：
NCS-57C3-FR-KIT）に付属の 19インチブラケットのみを使用してルータをラックに取り付け
る必要があります。

ステップ 1 シャーシに取り付けられた 19インチブラケットの両側に（片側に 4本のネジを使用して）エアーフィルタ
の支持ブラケットを取り付けます。

1. エアーフィルタサポートブラケットの穴を、19インチブラケットのネジ山付きスタンドオフとガイ
ドピンに合わせます。

2. 4本のM3ネジを挿入し、5.75インチポンド（0.65N.m）のトルク値で締めて、エアーフィルタサポー
トブラケットを両側で固定します。

図 82 :エアーフィルタサポートブラケットの位置合わせと取り付け

ネジ山付きのスタンドオフ3エアーフィルタの支持ブラケット1

ネジ4ガイドピン2

ステップ 2 エアーフィルタを取り付けます。
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1. エアーフィルタを下図のように取り付けます。

図 83 :エアーフィルタの取り付け

エアーフィルタの上側（TOP）マーク3エアーフィルタ1

取り付けネジ2

2. 2本の取り付けネジを挿入し、5.75インチポンド（0.65 N.m）のトルク値で締めて、エアーフィルタを
固定します。

（オプション）NCS-57C1シャーシへのケーブル管理ブラケットの取り
付け

ここでは、NCS-57C1、シャーシのケーブル管理ブラケットの取り付け方法について説明しま
す。

始める前に

シャーシをラックに取り付け、固定する必要があります。

Cisco NCS 5700シリーズ固定ポートルータハードウェア設置ガイド
101

シャーシの取り付け

（オプション）NCS-57C1シャーシへのケーブル管理ブラケットの取り付け



ステップ 1 シャーシの両側から中央のネジを外します。ネジは再度取り付けるので保存しておきます。

ステップ 2 図に示されているように、ケーブル管理ブラケットをシャーシに合わせます。

図 84 : NCS-57C1シャーシへのケーブル管理ブラケットの取り付け

ステップ 3 両側の 12-24ネジを 30インチポンド（3.39 Nm）で締めます。

シャーシの接地

ステートメント 1024 -アース導体

この装置は、接地させる必要があります。感電のリスクを軽減するため、絶対にアース導体を

破損させたり、アース線が正しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでくださ

い。アースが適切かどうかはっきりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認し

てください。

警告
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ステートメント 1046 -装置の設置または交換

感電のリスクを軽減するため、装置を設置または交換するときには、必ずアースを最初に接続

し、最後に取り外します。

装置にモジュールがある場合は、提供されたネジで固定してください

警告

ラックがすでにアースされている場合でも、シャーシをアースすることが必要です。シャーシ

には、アースラグまたはアースカバープレートを接続するための、ネジ穴が 2つあるアース
パッドが付いています。アースラグは、NRTL認証済みである必要があります。また、銅の導
体（線）を使用する必要があり、この導体は許容電流の NEC規定に適合していなければなり
ません。

注意

フレームアースの終端時には、はんだ付けラグコネクタ、ネジなし（押し込み）コネクタ、高

速接続コネクタ、またはその他の疲弊式コネクタを使用しないでください。

注意

ステップ 1 ワイヤストリッパを使用して、#6AWGアース線の端から19mm（0.75インチ）ほど、被膜をはがします。

ステップ 2 むき出しになったアースケーブルの端を、アースラグの開放端に差し込みます。

ステップ 3 圧着工具を使用して、アースラグにアースケーブルを固定します。

NCS-57D2-18DD-SYSルータでは、アースケーブルを固定するために垂直圧着が必要です。

ステップ 4 アースケーブルを取り付けます。

a) シャーシのアースパッドに貼られているラベルをはがします。
b) 金属どうしがぴったり接触するように、アースラグをアースパッド上に重ね、アースラグとアースパッ
ドの穴に、ワッシャ付きの付属のネジを差し込みます。
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図 85 : NCS-57B1-6D24-SYSおよび NCS-57B1-5DSE-SYSのアースラグ

図 86 : NCS-57C1のアースラグ（シャーシ背面）
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図 87 : NCS-57C3-MODのアースラグ

図 88 : NCS-57D2-18DD-SYSのアースラグ

なべ頭ネジ2アースラグ1

アースパッド4ワッシャ3

c) 指定されたデュアルホールラグコネクタを使用して、シェルフのアースケーブル（#6AWGケーブル）
の一端をアースカバープレートに接続します。
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ステップ 5 トルク値 11.5インチポンド（1.3 N-m）で、なべ頭ネジを締めます。

ステップ 6 アースラグおよびアース線が他の機器の妨げにならないことを確認します。

ステップ 7 アース線の反対側の端を処理し、設置場所の適切なアースに接続して、シャーシに十分なアースが確保さ
れるようにします。

シャーシへの AC電源の接続

シャーシは、短絡、過電流、および地絡から保護するために、設置する建物の保護装置に依存

します。保護デバイスが地域および国の電気規則に準拠していることを確認してください。

注意

低圧ライン（90～ 140VAC）では、冗長性は保証されません。したがって、両方のAC電源を
使用することを推奨します。

注意

PSUの完全な出力電力を得るための公称電圧定格値の範囲は、さまざまな国の標準規格に応じ
て異なります。

（注）

取り付けにはデュアルポールブレーカーが必要です。デュアルポールブレーカーの定格は、20
A（110V）および 16 A（220V）です。最小ケーブルサイズは、14 AWG（110V）および 16
AWG（220V）です。

（注）

ステップ 1 ACケーブルが適切な AC電源パネルに取り付けられていることを確認します。

ステップ 2 AC電源モジュールのケーブルコネクタに AC電源コードを接続します。

ステップ 3 ケーブルクランプの開口部にケーブルを通します。

ステップ 4 ケーブルクランプをプラグに向けてスライドさせます。

ステップ 5 電源ケーブルの接続部をケーブルクランプで締めて電源ケーブルを固定します。
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図 89 :ケーブルクランプ：例
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ケーブル1

シャーシへの DC電源の接続

ステートメント 1003 - DC電源の切断

感電や怪我のリスクを軽減するために、コンポーネントの取り外しや交換、またはアップグ

レードを実行する前に、DC電源を切断してください。

警告

ステートメント 1022 -デバイスの切断

感電または火災のリスクを軽減するため、容易にアクセス可能な切断装置を固定配線に組み込

む必要があります。

警告

ステートメント 1046 -装置の設置または交換

感電のリスクを軽減するため、装置を設置または交換するときには、必ずアースを最初に接続

し、最後に取り外します。

装置にモジュールがある場合は、提供されたネジで固定してください

警告
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ステートメント 1074 -地域および国の電気規則への適合

感電または火災のリスクを軽減するため、機器は地域および国の電気規則に従って設置する必

要があります。

警告

スイッチに DC電源モジュールを取り付ける前に、DC電源モジュールのアクセサリキットに
含まれるDC電源コネクタに別売りのDC接続ケーブルを接続する必要があります。240～ 380
VDC電源装置の場合、二極ブレーカーまたはヒューズ定格は 20 Aです。40～ 72 VDC電源装
置の場合、単極ブレーカーまたはヒューズ定格は 40 Aです。

NCS-57B1では、次の電源の組み合わせがサポートされています。

• PSU2KW-DCPI/PSU2KW-DCPI=、ポート側吸気エアーフロー

NCS-57C1では、次の電源の組み合わせがサポートされています。

• NCS-950W-DCFW/NCS-950W-DCFW=、ポート側吸気エアフロー

• NCS-1100W-DCRV/NCS-1100W-DCRV=、ポート側排気エアフロー

始める前に

次の図に示されているように、各DC入力電源ケーブルは、ケーブル端子によって配電ユニッ
ト（PDU）で終端します。

図 90 : DC入力電源ケーブル用端子

感電の危険を防止するために、DC入力電源が露出する部分にあるすべての部品は適切に絶縁
する必要があります。したがって、DCケーブル端子を取り付ける前に、その製造元の指示に
従ってラグを必ず絶縁しておきます。

（注）

ステップ 1 上部のマウントスペースに正しいヒューズパネルが取り付けられていることを確認します。

ステップ 2 DC回路の電源がオフになっている（ブレーカーがオフになっているか、またはヒューズが抜かれている）
ことを確認し、適切なロックアウトタグアウトの手順に従います。電源に付属のケーブルを使用します。

独自のケーブルを使用する場合は、ケーブルサイズを 6 AWGにする必要があります。

ステップ 3 現地の規則に従って電力を調整します。

ステップ 4 ヒューズパネルの工業規格に従って、オフィスバッテリと帰線ケーブルを接続します。
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ステップ 5 （NCS-57B1、NCS-57C3、および NCS-57D2のみ）DCコネクタを電源の DCレセプタクルに差し込みま
す。

• NCS-57B1ルータに接続すると、黒色（DCプラス）の線が上部に現れます。

• NCS-57C3ルータに接続すると、赤色（DCマイナス）の線が上部に現れます。

PSU2KW-DCPI電源モジュールを電源に接続するには、PWR-2KW-DC-CBL電源コードを調達する
必要があります。

（注）

NC57-1600W-DCFW電源モジュールを電源に接続するには、CAB-48DC-40A-8AWG電源コードを調
達する必要があります。

（注）

NCS-950W-DCFW電源モジュールを電源に接続するには、14AWG以下のサイズの銅線を使用しま
す。

（注）

図 91 : NCS-57B1 - DC電源の接続
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図 92 : NCS-57C3-MOD - DC電源の接続

図 93 : NCS-57D2 - DC電源ケーブルの接続

ケーブル1

ステップ 6 （NCS-57B1、NCS-57C3、および NCS-57D2のみ）ロック機構がかみ合ってケーブルが固定されているこ
とを確認します。

ステップ 7 （NCS-57C1のみ）次の図に示すようにケーブルをコネクタに差し込み、ネジを使用して締めます。
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図 94 : NCS-57C1 - DC電源ケーブルの接続

ネジ2ケーブル1

図 95 : NCS-57C1 - DC電源ケーブルの接続
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ステップ 8 電源で回路ブレーカーをオンにします。

電源装置の入出力範囲
次の表に、PSUの低回線アプリケーションと公称アプリケーションの入出力電力範囲を示しま
す。

表 27 : PSUの入出力電力範囲

出力出力電力入力電流（最

大）

入力電圧電源装置の
PID

ルータ

12 V/84 A1000 W12A100～ 127V
AC

PSU2KW-ACPI

低回線アプリ

ケーション用

NCS-57B1-6D24-SYS、
NCS-57B1-5DSE-SYS、
NCS-57D2-18DD-SYS

12V/133.3A1600 W38A-48～ -60VDCNC57-1600W-DCFWNCS-57C3-MOD

12V/133.3A1600 W20A～ 10A
（中国本土、

台湾）

100～ 240V
AC

NC57-1600W-ACFWNCS-57C3-MOD

16A～ 10A

12 V/167 A2000 W12A200～ 240V
AC

PSU2KW-ACPI

公称電圧アプ

リケーション

用

NCS-57B1-6D24-SYS、
NCS-57B1-5DSE-SYS、
NCS-57D2-18DD-SYS

12 V/167 A2000 W12A100V AC〜
127V AC

PSU2KW-ACPENCS-57D2-18DD-SYS

12 V/167 A2000 W10A200V AC〜
240V AC

PSU2KW-ACPENCS-57D2-18DD-SYS

12 V/167 A2000 W40A-40～ -72 V
DC

PSU2KW-DCPINCS-57B1-6D24-SYS、
NCS-57B1-5DSE-SYS、
NCS-57D2-18DD-SYS

12 V/167 A2000 W55A-48～ -60VDCPSU2KW-DCPENCS-57B1-6D24-SYS、
NCS-57B1-5DSE-SYS、
NCS-57D2-18DD-SYS
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出力出力電力入力電流（最

大）

入力電圧電源装置の
PID

ルータ

12V/90A1100 W12A100～ 240 V
AC

NCS-1100W-ACFW

ポート側吸気

用

公称電圧アプ

リケーション

用

NCS-57C1

12V/79A950 W26A-40～ -72 V
DC

NCS-950W-DCFW

ポート側吸気

用

公称電圧アプ

リケーション

用

NCS-57C1
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第 4 章

ネットワークへのルータの接続

•ポート接続に関する注意事項 （115ページ）
•インターフェイスとポートの説明（116ページ）
•コンソールポートへの接続（116ページ）
•ルータの初期設定の作成（117ページ）
•管理イーサネットポートへの接続（119ページ）
•トランシーバモジュールの取り付けおよび取り外し（122ページ）
•インターフェイスポートの接続（135ページ）
• GNSSアンテナインターフェイスへのケーブルの接続 （136ページ）
•トランシーバおよび光ケーブルのメンテナンス（137ページ）

ポート接続に関する注意事項
シャーシに応じて、Quad Small Form-Factor Pluggable Plus（QSFP+）、QSFP28、SFP28、およ
び RJ-45コネクタを使用して、ルータ上のポートを他のネットワークデバイスに接続できま
す。

光ファイバケーブルの損傷を防ぐために、ルータにトランシーバを取り付けるときは、トラン

シーバを光ファイバケーブルから外しておくことを推奨します。トランシーバをルータから取

り外す前に、ケーブルをトランシーバから外してください。

トランシーバと光ケーブルの有効性と寿命を最大化するには、次の手順を実行します。

•トランシーバを扱うときは、常にアースに接続されている静電気防止用リストストラップ
を着用してください。通常、ルータを設置するときはアースされており、リストストラッ

プを接続できる静電気防止用のポートがあります。

•トランシーバの取り外しおよび取り付けは、必要以上に行わないでください。取り付けお
よび取り外しを頻繁に行うと、耐用年数が短くなります。

•高精度の信号を維持し、コネクタの損傷を防ぐために、トランシーバおよび光ファイバ
ケーブルを常に埃のない清潔な状態に保ってください。減衰（光損失）は汚れによって増

加します。減衰量は 0.35 dB未満に保つ必要があります。
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•埃によって光ファイバケーブルの先端が傷つかないように、取り付ける前にこれらの
部品を清掃してください。

•コネクタを定期的に清掃してください。必要な清掃の頻度は、設置環境によって異な
ります。また、埃が付着したり、誤って手を触れたりした場合は、コネクタを清掃し

てください。ウェットクリーニングやドライクリーニングが効果的です。設置場所

の光ファイバ接続清掃手順に従ってください。

•コネクタの端に触れないように注意してください。端に触れると指紋が残り、その他
の汚染の原因となることがあります。

•埃が付着していないこと、および損傷していないことを定期的に確認してください。損傷
している可能性がある場合には、清掃後に顕微鏡を使用してファイバの先端を調べ、損傷

しているかどうかを確認してください。

ステートメント 1051 -レーザー放射

接続されていない光ファイバケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射されて

いる可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないでく

ださい。

警告

インターフェイスとポートの説明

ルータ上のポートの場所については、ネットワークインターフェイス（22ページ）を参照し
てください。

（注）

コンソールポートへの接続
ルータをネットワーク管理接続するか、ルータをネットワークに接続する前に、コンソール端

末でローカルの管理接続を確立して、ルータの IPアドレスを設定する必要があります。コン
ソールを使用して、次の機能を実行することもできます（それぞれの機能は、その接続を確立

したあとで管理インターフェイスを使用して実行できます）。

•コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用してルータを設定する。

•ネットワークの統計データおよびエラーを監視する。

•簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）エージェントパラメータを設定する。

•ソフトウェアアップデートをダウンロードする。
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システムコンソールポートは、NCS 5700シャーシの初期設定を行うためのデータ端末を接続
する RJ-45レセプタクルです。

データ端末をコンソールポートに接続するには、次の手順を実行します。

始める前に

•ルータは完全にラックに装着され、電源に接続され、アースされている必要があります。

•コンソール、管理、およびネットワーク接続に必要なケーブルが利用可能である必要があ
ります。

• RJ-45ロールオーバーケーブルと DB9F/RJ-45アダプタ。

•設置したルータの場所までネットワークケーブルを配線しておく必要があります。

ステップ 1 端末の動作値を 115200 bps、8データビット、パリティなし、1ストップビット（115200 8N1）に設定しま
す。

ステップ 2 ケーブルの端末側をデータ端末のインターフェイスポートに接続します。

ステップ 3 ケーブルの反対側をコンソールポートに接続します。

表 28 : RJ-45ストレートスルーケーブルのピン配列

信号RJ-45ピン

—1

—2

Tx3

アース（GND）4

GND5

Rx6

—7

—8

ルータの初期設定の作成
ルータ管理インターフェイスに IPアドレスを割り当て、ルータをネットワークに接続できる
ようにします。
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ルータを起動したら、ガイド付きセットアップ/プロンプトに従ってルータを設定します。ユー
ザが入力する必要がある IPアドレスを除き、各設定にはルータをネットワークに接続するた
めのデフォルトの選択肢を使用できます。

これらのルータは、隣接デバイスが完全な動作状態にある場合、30分以内に起動するように設
計されています。

（注）

ルータの一意の名前をメモします。ネットワーク内のデバイス間でルータを識別するのに役立

ちます。

（注）

始める前に

•コンソールデバイスをルータに接続します。

•ルータに電源を接続します。

•管理インターフェイス（MgmtEth0/RP0/CPU0/0および MgmtEth0/RP1/CPU0/0）に必要な IPア
ドレスとネットマスクを決定します。

ステップ 1 ルータの電源を投入します。

電源装置がルータに電力を送ると、各電源装置のLEDが緑に点灯します。「AdministrativeUserDialog」プ
ロンプトが表示されます。

ステップ 2 システムの初回起動時は、root-systemユーザー名を入力する必要があります。提供されたデフォルトのユー
ザー名とパスワードを使用します。後で、新しいユーザー名とパスワードを作成できます。次のプロンプ

トが表示されます。

!!!!!!!!!!!!!!!!!!!! NO root-system username is configured. Need to configure root-system username.
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

--- Administrative User Dialog ---

Enter root-system username:
% Entry must not be null.

Enter root-system username: cisco
Enter secret:
Use the 'configure' command to modify this configuration.
User Access Verification

Username: cisco
Password:

RP/0/RP0/CPU0:ios#
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ユーザー名はciscoです。パスワードはアカウントチームに連絡して入手してください。この後のス
テップ 3でパスワードを変更できます。

（注）

ステップ 3 このルータに使用する新しいパスワードを入力します。

パスワードのセキュリティ強度が確認され、強力なパスワードであると見なされない場合、そのパスワー

ドは拒否されます。パスワードのセキュリティ強度を上げるには、次のガイドラインにパスワードが従っ

ていることを確認します。

•最低 8文字

•連続した文字（「abcd」など）の使用を最低限にするか使用しない

•文字の繰り返し（「aaa」など）を最低限にするか使用しない

•辞書で確認できる単語が含まれない

•正しい名前を含んでいない

•大文字および小文字の両方が含まれている

•数字と文字が含まれる

平文のパスワードには、特殊文字のドル記号（$）を含めることはできません。（注）

パスワードが平凡な場合（短くて解読されやすいパスワードなど）、そのパスワード設定は拒否さ

れます。この手順で説明したように、強力なパスワードを設定してください。パスワードは大文字

と小文字が区別されます。

ヒント

強力なパスワードを入力すると、パスワードを確認するように求められます。

ステップ 4 パスワードを再度入力します。

同じパスワードを入力すると、パスワードが受け入れられます。

ステップ 5 管理インターフェイスの IPアドレスを入力します。

ステップ 6 管理インターフェイスのネットワークマスクを入力します。

ステップ 7 設定を編集する必要があるかどうかを尋ねられます。設定を変更しない場合は、noと入力します。

ステップ 8 設定を保存する必要があるかどうかを尋ねられます。設定を保存する場合は、yesと入力します。

管理イーサネットポートへの接続
管理イーサネットポートはアウトオブバンド管理を行うためのものです。このポートに接続す

ることにより、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用して IPアドレスでルータを管
理できます。このポートでは、RJ-45インターフェイスで10/100/1000イーサネット接続が使用
されます。
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IPアドレスの競合を防ぐため、初期設定が完了するまで管理イーサネットポートを接続しな
いでください。

（注）

システム管理ポートにケーブルを接続するには、管理イーサネットポート上のRJ-45レセプタ
クルにカテゴリ 5のケーブルを直接接続します。

GR-1089-CORE、Railway EN 50121、Smartgrid IEC 61850、および IEEE 1613に準拠するため
に、装置またはサブアセンブリの屋内ポートでは、シールドされた建物内配線、あるいは両端

がアースに接続された配線を使用する必要があります。

（注）

始める前に

ルータの初期設定を完了しておく必要があります。

ステップ 1 RJ-45レセプタクルに直接ケーブルを差し込みます。

ステップ 2 RJ-45ケーブルのネットワーク側をスイッチ、ハブ、リピータ、またはその他の外部機器に接続します。

RJ-45ケーブルへのアクセス
RJ-45ケーブルは管理ポートで使用できます。RJ-45ケーブルにアクセスするには、次の手順
を実行します。

ルータが完全に動作しているときは、すべてのポートにケーブルが装着されています。素手で

RJ-45ケーブルにアクセスすることは困難です。したがって、次の手順に従って管理ポートか
ら RJ-45ケーブルを取り外すことを推奨します。

（注）

1. タイミングポートの間にマイナスドライバを挿入します。
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図 96 :タイミングポートの間へのドライバの挿入

2. RJ-45ジャックのクリップを下に押しながら、RJ-45ジャックをポートから引き出します。
RJ-45ケーブルがポートから外れます。

図 97 :ジャックからの RJ-45ケーブルの取り外し
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トランシーバモジュールの取り付けおよび取り外し

SFP28モジュールと SFP+モジュールの取り付けおよび取り外し
SFP28または SFP+モジュールの取り外しや取り付けを行う前に、この項の取り付けに関する
説明をお読みください。

Cisco NCS 57B1ルータには QSFP-DDソケットしかないため、SFP+モジュールをサポートす
るには QSA（QSFPから SFP+変換アダプタ）モジュール CVR-QSFP-SFP10Gが必要です。

（注）

Cisco NCS-57C3-MODルータには、3列の SFP28ポートがあります。一番上の列には、下部に
電気コネクタがあるSFP28トランシーバを取り付けます。下の2列には、上部に電気コネクタ
がある SFP28トランシーバを取り付けます。

（注）

図 98 : QSFPから SFP+変換アダプタ

CVR-QSFP-SFP10GをラインカードのQSFP-DDポートに挿入してから、SFP+の挿入に進みま
す。

ルータに設置されているシスコデバイスの詳細を取得するには、show inventoryコマンドを使
用します。アダプタの詳細が表示されます。

CVR-QSFP-SFP10Gのサポートは、将来のリリースで予定されています。したがって、リリー
ス 7.3.15では、SFP+モジュールは使用できません。

（注）
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ステートメント 1051 -レーザー放射

接続されていない光ファイバケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射されて

いる可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないでく

ださい。

警告

SFP+モジュールが取り付けられていない場合は、次の図のように、光モジュールのケージに
きれいな SFP+モジュールケージカバーを差し込んで、ラインカードを保護してください。

注意

図 99 : SFP+モジュールケージカバー

ケーブルを外した後は、SFP+モジュールにきれいなダストカバーを差し込んでモジュールを
保護してください。ファイバケーブルを別のモジュールの光ポートに差し込む場合は、その前

に、必ずファイバケーブルの光学面をクリーニングしてください。SFP+モジュールの光ポー
ト内に埃やその他の汚れが入らないようにしてください。光モジュールは、埃によって遮られ

ると正常に動作しません。

注意

SFP+モジュールの取り付けや取り外しは、光ファイバケーブルを接続した状態で行わないこ
とを強く推奨します。ケーブル、ケーブルコネクタ、またはモジュールの光インターフェイス

が損傷する可能性があります。SFP+モジュールの取り付けや取り外しを行う前に、すべての
ケーブルを外してください。モジュールの取り外しや取り付けを行うと耐用年数が短くなる可

能性があるため、本当に必要な場合以外はモジュールの取り外しや取り付けを行わないでくだ

さい。

注意
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SFP+モジュールを取り付けると、モジュールの下部にある三角形のピンがレセプタクルの穴
に差し込まれる際にクリック音が聞こえます。このクリック音は、モジュールが正しく装着さ

れ、レセプタクルに固定されていることを示します。各 SFP+モジュールをしっかりと押し込
むことにより、モジュールがラインカードの割り当てられたレセプタクルに完全に装着および

固定されていることを確認します。

（注）

ベールクラスプ SFP+モジュール

ベールクラスプ SFP+モジュールには、モジュールの取り外しや取り付けに使用するクラスプ
が付いています（下記の図を参照）。

図 100 :ベールクラスプ SFP+モジュール

ベールクラスプ SFP+モジュールの取り付け

このタイプの SFP+モジュールを取り付けるには、次の手順に従います。

ステップ 1 静電気防止用リストまたはアンクルストラップを取り付けて、使用手順に従います。

ステップ 2 SFP+モジュールを挿入する前に、ベールクラスプを閉じます。

ステップ 3 QSAモジュール（CVR-QSFP-SFP10G）をポートに挿入します。SFP+モジュールを QSAモジュールに合
わせ、モジュールに押し込みます。

SFP+モジュールを取り付けると、SFP+モジュールの下部にある三角形のピンがレセプタクルの穴
に差し込まれる際にクリック音が聞こえます。このクリック音は、モジュールが正しく装着され、

レセプタクルに固定されていることを示します。各 SFP+モジュールをしっかりと押し込むことに
より、SFP+モジュールがラインカードの割り当てられたレセプタクルに完全に装着および固定され
ていることを確認します。SFP+モジュールを使用するには QSAアダプタを使用します。

（注）

ベールクラスプ SFP+モジュールの取り外し

このタイプの SFP+モジュールを取り外すには、次の手順に従います。

ステップ 1 静電気防止用リストまたはアンクルストラップを取り付けて、使用手順に従います。
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ステップ 2 すべてのインターフェイスケーブルをポートから取り外します。その際、ラインカードのどのポートにど
のケーブルが接続されていたかを記録しておきます。

ステップ 3 SFP+モジュールのベールクラスプを人差し指で開きます（下記の図を参照）。人差し指でベールクラス
プを開くことができないときは、小さなマイナスドライバまたはその他の細長い工具を使用してベールク

ラスプを開きます。

ステップ 4 SFP+モジュールを親指と人差し指でつまみ、慎重にポートから取り外します（下記の図を参照）。

この操作は、最初のインスタンス中に実行する必要があります。すべてのポートが装着された後で

は実行できない可能性があります。

（注）
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図 101 :ベールクラスプ SFP+モジュールの取り外し

ステップ 5 取り外した SFP+モジュールは、静電気防止マットの上に置くか、（返却する場合）取り外し後、ただち
に静電気防止袋に入れてください。

ステップ 6 ラインカードを保護するため、SFP+モジュールが取り付けられていない光モジュールケージ内にきれいな
SFP+モジュールケージカバーを挿入します。
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QSFP-DDトランシーバモジュールの取り付けおよび取り外し
ここでは、QSFP-DDトランシーバモジュールの取り付け、配線、取り外しについて説明しま
す。これらのモジュールは、システムのモジュールポート電気回路に銅線または光ファイバの

ネットワークを接続する、ホットスワップ可能な I/Oデバイスです。

次の図に、400ギガビット QSFP-DD光トランシーバを示します。トランシーバは主にスイッ
チ、ルータ、および SFP+モジュールよりも高密度なデータセンター機器内の短い距離で使用
されます。100GE/400GE QSFP-DD光トランシーバと 100ギガビット QSFP28光トランシーバ
は 40ギガビット QSFP+光トランシーバに似ています。

図 102 : 400ギガビット QSFP-DDトランシーバモジュール -前面
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図 103 : 400ギガビット QSFP-DDトランシーバモジュール -背面

プルタブラッチ1

QSFP-DDトランシーバモジュールは、静電気の影響を受けやすいデバイスです。QSFP-DDト
ランシーバモジュールを取り扱ったり、システムモジュールに触れたりする場合は、静電気防

止用リストストラップのような個別のアースデバイスを常に使用してください。

注意

QSFP-DDトランシーバモジュールにはプルタブラッチがあります。

QSFP-DDトランシーバモジュールを取り付けるには、次の手順を実行します。

始める前に

トランシーバモジュールの取り付けには次の工具が必要です。

• ESD（静電放電）の発生を防止するためのリストストラップまたはその他の個人用アース
装置

•トランシーバを置くための静電気防止用マットまたは静電気防止材

•光ファイバ端面のクリーニングツールおよび検査機器『Inspection and Cleaning Procedures
for Fiber-Optic Connections』を参照してください。

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを自分自身とシャーシまたはラックの適切な接地点に取り付けます。
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ステップ 2 QSFP-DDトランシーバモジュールを保護パッケージから取り出します。

ステップ 3 QSFP-DDトランシーバモジュール本体のラベルを調べて、使用しているネットワークに適合するモデルで
あることを確認します。

ダストプラグは、ネットワークインターフェイスケーブルを取り付ける準備が整うまで外さないで

ください。

（注）

ステップ 4 プルタブを使用して QSFP-DDトランシーバモジュールを持ちます。

ステップ 5 QSFP-DDトランシーバモジュールをトランシーバソケット開口部の前面に合わせ、ソケットの電気コネク
タに接触するまでトランシーバをソケットに慎重に挿入します。

図 104 : QSFP-DDトランシーバモジュールの挿入

ステップ 6 プルタブを持って、カチッと音がするまでトランシーバをモジュールのトランシーバソケットに装着させ
ます。

QSFP+/QSFP28トランシーバモジュールの取り付けおよび取り外し
この項では、40ギガビットQuad Small Form-Factor Pluggable Plus（QSFP+）および 100ギガビッ
ト（QSFP28）トランシーバモジュールの取り付け、配線、取り外しについて説明します。こ
れらのモジュールは、システムのモジュールポート電気回路に銅線または光ファイバのネット

ワークを接続する、ホットスワップ可能な入出力（I/O）デバイスです。

次の図は、40ギガビット光 QSFP+トランシーバを示しています。トランシーバは主にスイッ
チ、ルータ、および SFP+モジュールよりも高密度なデータセンター機器内の短い距離で使用
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されます。100ギガビット光 QSFP28トランシーバは、40ギガビット光 QSFPトランシーバに
似ています。

図 105 : 40ギガビット QSFP+トランシーバモジュール（光ファイバ）

モジュール回路への電気接続340GBASE QSFP+トランシーバ本体1

ベールクラスプラッチ2

概要

40ギガビット（GE）QSFP+および100ギガビット（QSFP28）トランシーバモジュールはホッ
トスワップ可能なパラレル光ファイバモジュールで、4個の独立した光送受信チャネルを備え
ています。これらのチャネルは、別の 40ギガビットQSFP+トランシーバで終端することも、
4個の独立した 10ギガビット SFP+トランシーバに分離することもできます。QSFP+トラン
シーバモジュールは、システムの電気回路を外部の光ネットワークに接続します。

次の図は、40ギガビット光 QSFP+トランシーバを示しています。トランシーバは主にスイッ
チ、ルータ、および SFP+モジュールよりも高密度なデータセンター機器内の短い距離で使用
されます。100ギガビット光 QSFP28トランシーバは、40ギガビット光 QSFPトランシーバに
似ています。

図 106 : 40ギガビット QSFP+トランシーバモジュール（光ファイバ）

モジュール回路への電気接続340GBASE QSFP+トランシーバ本体1

ベールクラスプラッチ2
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必要な工具と機材

40ギガビット QSFP+/100ギガビット QSFP28トランシーバモジュールを取り付けるには、以
下の工具が必要です。

• ESD（静電放電）の発生を防止するためのリストストラップまたはその他の個人用アース
装置

•トランシーバを置くための静電気防止用マットまたは静電気防止材

•光ファイバ端面のクリーニングツールおよび検査機器

40ギガビット QSFP+または 100ギガビットトランシーバモジュールの取り付け

QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールには、ベールクラスプラッチまたはプルタブ
ラッチを付けることができます。両方のタイプのラッチの取り付け手順について説明します。

QSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールは、静電気の影響を受けやすいデバイスです。
QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールを取り扱う場合やシステムモジュールに触れ
る場合は、必ず、静電気防止用リストストラップなどの個人用アースデバイスを使用してく

ださい。

注意

QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールを取り付けるには、次の手順を実行します。

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを自分自身とシャーシまたはラックの適切な接地点に取り付けます。

ステップ 2 QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールを保護パッケージから取り出します。

ステップ 3 QSFP+または QSFP28トランシーバモジュール本体のラベルを調べて、使用しているネットワークに適し
たモデルであることを確認します。

ステップ 4 光QSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールの場合は、光ボアダストプラグを取り外し、脇に置きま
す

ステップ 5 プルタブが付いているQSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールの場合は、IDラベルが上になるよう
にトランシーバを保持します。

ステップ 6 ベールクラスプラッチが付いているQSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールの場合は、ベールクラ
スプを垂直位置に合わせます。

ステップ 7 QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールをトランシーバソケット開口部の前面に合わせ、ソケット
の電気コネクタに接触するまでQSFP+またはQSFP28トランシーバをソケットに慎重に挿入します（下記
の図を参照）。
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図 107 : 40ギガビット QSFP+または 100ギガビット QSFP28トランシーバモジュールの取り付け（図は、ベールクラスプラッチが付い
た光トランシーバ）

ステップ 8 モジュールのトランシーバソケットに完全に装着されるまで、QSFP+またはQSFP28トランシーバモジュー
ルの前面を親指でしっかりと押します（下記の図を参照）。

ラッチが完全にかみ合っていないと、QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールが突然外れる
ことがあります。

注意
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図 108 : 40ギガビット QSFP+または 100ギガビット QSFP28トランシーバモジュールの装着（図は、ベールクラスプラッチが付いた光
トランシーバ）

ステップ 9 光 QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールの場合は、ネットワークインターフェイスケーブルを
接続する準備が整うまで、QSFP+または QSFP28トランシーバの光ボアにダストプラグを再び取り付けま
す。ダストプラグは、ネットワークインターフェイスケーブルを取り付ける準備ができるまで外さないで

ください。

光ネットワークケーブルの接続

始める前に

ダストプラグを取り外して光接続を確立する前に、次の注意事項に従ってください。

•接続の準備が整うまで、未接続の光ファイバケーブルコネクタとトランシーバの光ボアに
保護用ダストプラグを付けておきます。

•接続の直前に、MPOコネクタの終端を点検および清掃してください。

•光ファイバケーブルを抜き差しするときは、MPOコネクタハウジングだけをつかんでく
ださい。
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40ギガビット QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールは、誤挿入を防ぐために、特定
の向きにしか挿入できないようになっています。

（注）

光 QSFP+または QSFP28トランシーバのマルチファイバプッシュオン（MPO）コネクタは、
物理接触（PC）または超物理的接触（UPC）平坦研磨面タイプのネットワークインターフェ
イスケーブルに対応しています。光QSFP+またはQSFP28トランシーバのMPOコネクタは、
斜め研磨接触（APC）面タイプのネットワークインターフェイスケーブルには対応していま
せん。

（注）

ステップ 1 光ネットワークインターフェイスケーブルのMPOコネクタからダストプラグを取り外します。ダストプ
ラグは将来の使用に備えて保管しておいてください。

ステップ 2 MPOコネクタの光ファイバ端面を点検および清掃します。

ステップ 3 QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールの光ボアからダストプラグを取り外します。

ステップ 4 ただちに、ネットワークインターフェイスケーブルのMPOコネクタをQSFP+またはQSFP28トランシー
バモジュールに接続します（次の図を参照）。

図 109 : 40ギガビット QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールのケーブル接続

40ギガビット QSFP+または 100ギガビット QSFP28トランシーバモジュールの取り外し

QSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールは、静電気の影響を受けやすいデバイスです。
QSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールを取り扱う場合やモジュールに触れる場合は、
必ず、静電気防止用リストストラップなどの個人用アースデバイスを使用してください。

注意

QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールを取り外すには、次の手順を実行します。
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ステップ 1 光QSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールの場合は、QSFP+またはQSFP28トランシーバコネクタ
からネットワークインターフェイスケーブルを取り外します。

ステップ 2 ベールクラスプラッチが付いたQSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールの場合は、以下を実行しま
す（下記の上の図を参照）。

a) ベールクラスプを水平位置まで下げます。
b) ただちに、トランシーバの光ボアにダストプラグを取り付けます。
c) QSFP+または QSFP28トランシーバの側面を持ち、トランシーバをスライドさせてモジュールソケッ
トから抜き取ります。

ステップ 3 プルタブラッチが付いたQSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールの場合は、以下を実行します（下
記の下の図を参照）。

a) ただちに、トランシーバの光ボアにダストプラグを取り付けます。
b) タブを持ってゆっくりと引き、トランシーバをソケットから解除します。
c) トランシーバをスライドさせてソケットから抜き取ります。

図 110 : 40ギガビット QSFP+または 100ギガビット QSFP28トランシーバモジュールの取り外し

ステップ 4 QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールを静電気防止袋に格納します。

インターフェイスポートの接続
ネットワーク接続のために、ラインカード上の光インターフェイスポートを他のデバイスに

接続できます。
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ネットワークへの光ファイバポートの接続

使用しているラインカードモデルによっては、QSFP+またはQSFP28トランシーバを使用でき
ます。一部のトランシーバはトランシーバに接続する光ファイバケーブルで動作し、その他の

トランシーバは事前に接続されている銅ケーブルで動作します。ポート用の光ファイバケーブ

ルを取り付けるには、トランシーバに光ファイバケーブルを取り付ける前に、1ギガビット光
ポート用の SFPトランシーバを取り付けるか、10ギガビット光ポート用の SFP+トランシーバ
または 100ギガビットポート用の QSFP+トランシーバを取り付ける必要があります。

トランシーバの取り付けおよび取り外しを行うと、耐用年数が短くなります。トランシーバの

取り外しや取り付けは、本当に必要な場合以外は行わないでください。トランシーバの取り付

けや取り外しは、ケーブルやトランシーバの損傷を防ぐため、ケーブルを外してから行うこと

を推奨します。

注意

ネットワークからの光ポートの接続解除

光ファイバトランシーバを取り外す必要がある場合は、光ファイバケーブルをトランシーバ

から取り外してから、トランシーバをポートから外す必要があります。

GNSSアンテナインターフェイスへのケーブルの接続
GNSS LEDはルータの前面または背面にあり、ルータごとに異なります。

ステップ 1 GNSS RF INポートにシールド付き同軸ケーブルの一方の端を接続します。

ステップ 2 シールド付き同軸ケーブルのもう一方の端を、一次保護装置の後にある GNSSアンテナに接続します。

現地の安全に関する注意事項に適合させるためには、GNSSRF Inポートに一次保護装置が取り付け
られている必要があります。

（注）

GNSSRF In同軸ケーブルのシールドは、シャーシを介して設備の装置アースに接続する必要があります。
シャーシのアース線を設備の装置アースに接続する必要があります。

GPSポートのピン配置

プラットフォームは、1 PPS & 10 MHzの GPS信号を送受信できます。これらのインターフェイスは、
Mini-Coax 50オーム、1.0/2.3 DINシリーズコネクタで前面パネルに備えられています。同様に、この 1PPS
および 10MHzを出力するために、2つのMini-Coax 50オームコネクタが前面パネルに備えられています。

次の表に、GPSポートのピン配置を要約します。
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表 29 : GPSポートのピン配置

1PPS（入力および出力）10 MHz（入力および出力）

入力：方形パルス

出力：方形パルス

入力：正弦波

出力：方形波

波形

入力：> 2.4ボルト TTL互換

出力：> 2.4ボルト TTL互換

入力：> 1.7ボルト p-p（+8～ +10
dBm）

出力：> 2.4ボルト TTL互換

振幅

50オーム50オームインピーダンス

26マイクロ秒50%のデューティサイクルパルス幅

40ナノ秒入力：AC結合

出力：5ナノ秒

立ち上がり時間

トランシーバおよび光ケーブルのメンテナンス
高精度の信号を維持し、コネクタの損傷を防ぐためには、トランシーバおよび光ファイバケー

ブルを埃のない清潔な状態に保つ必要があります。減衰（光損失）は汚れによって増加しま

す。減衰量は 0.35 dB未満でなければなりません。

メンテナンスの際には、次の注意事項に従ってください。

•トランシーバは静電気に敏感です。静電破壊を防止するために、アースしたシャーシに接
続している静電気防止用リストストラップを着用してください。

•トランシーバの取り外しおよび取り付けは、必要以上に行わないでください。取り付けお
よび取り外しを頻繁に行うと、耐用年数が短くなります。

•未使用の光接続端子には、必ずカバーを取り付けてください。埃によって光ファイバケー
ブルの先端が傷つかないように、使用前に清掃してください。

•コネクタの端に触れないように注意してください。端に触れると指紋が残り、その他の汚
染の原因となります。

•コネクタを定期的に清掃してください。必要な清掃の頻度は、設置環境によって異なりま
す。また、埃が付着したり、誤って手を触れたりした場合は、コネクタを清掃してくださ

い。ウェットクリーニングやドライクリーニングが効果的です。設置場所の光ファイバ

接続清掃手順に従ってください。

•埃が付着していないこと、および損傷していないことを定期的に確認してください。清掃
後に顕微鏡を使用してファイバの先端を調べ、損傷の有無を確認してください。
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第 5 章

シャーシコンポーネントの交換

このタスクを開始する前に、配布資料『安全上の警告』の「電気機器の安全な取り扱い」に記

載されている安全上の警告を読み、確実に理解しておいてください。

•ファンモジュールおよびファントレイの交換（139ページ）
•電源装置の交換（143ページ）
•ルートプロセッサカードの交換（149ページ）
•モジュラポートアダプタの取り付けと取り外し（151ページ）

ファンモジュールおよびファントレイの交換

（NCS-57B1および NCS-57C3-MOD）3分以内にファンモジュールまたはファントレイを交換
できない場合は、指定された時間制限内に交換する準備が整うまで、シャーシから取り外さな

いことを推奨します。

注意

（NCS-57C1）3分以内にファンモジュールまたはファントレイを交換できない場合は、指定さ
れた時間制限内に交換する準備が整うまで、シャーシから取り外さないことを推奨します。

注意

動作中に複数のファンモジュールまたはファントレイを一度に取り外すと、ルータは2分間の
猶予をとって動作し、欠落している追加のファンモジュールまたはファントレイをこの期間内

に交換しなければ、シャットダウンされます。複数のファンモジュールまたはファントレイを

取り外したときに、ルータが過熱状態を検知した場合は、2分未満でシャットダウンが発生す
ることがあります。

（注）

ステップ 1 NCS-57B1/NCS-57C1/NCS-57D2ルータの場合は、次の手順を実行します。

a) ファンモジュールの両方のラッチを押して、ファンモジュールの接続をシャーシから解除します。
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b) 同時にラッチを押して、シャーシからファンモジュールを完全に引き出します。

図 111 : NCS 57B1シャーシからのファンモジュールの取り外し

ラッチ付きファンモジュール1

図 112 : NCS-57C1シャーシからのファンモジュールの取り外し

ラッチ付きファンモジュール1
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NCS-57C1シャーシのファンモジュールは、前面から背面へのエアフロー用の FAN-1RU-PI-V2およ
び背面から前面へのエアフロー用の FAN-1RU-PE-V2です。

（注）

図 113 : NCS-57D2シャーシからのファンモジュールの取り外し

ラッチ付きファンモジュール1

NCS-57D2シャーシのファンモジュールは、前面から背面へのエアーフロー用の NC57-D2-FAN-FW
および背面から前面へのエアーフロー用の NC57-D2-FAN-RVです。

（注）

ステップ 2 NCS-57C3-MODルータの場合は、次の手順を実行します。

a) ファントレイの右側のラッチを押して、ファントレイの接続をシャーシから解除します。
b) 同時にラッチを押して、シャーシからファントレイを完全に引き出します。
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図 114 : NCS-57C3-MODシャーシからのファントレイの取り外し

ファントレイのラッチ1

ステップ 3 NCS-57B1および NCS-57C1ファンモジュールの場合、LEDと PIDのラベルを上にしてファンモジュール
を持ちます。

ステップ 4 NCS-57C3-MODファントレイの場合、ラッチを右にしてファントレイを持ちます。

ステップ 5 ファンモジュールまたはファントレイをシャーシの空きファンスロットに合わせ、ラッチがカチッという
音がしてシャーシにロックされるまで、スロットに完全に押し込みます。

NCS-57C3-MODの位置合わせガイドは、2 X 60mmのファントレイ（NC57-C3-FAN2-FW）の場合は
トレイの右側に、 2 X 40mmのファントレイ（NC57-C3-FAN1-FW）の場合はトレイの左側にありま
す。

（注）
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図 115 :位置合わせガイド

ファントレイの位置合わせガイド1

ステップ 6 シャーシの電源がオンになったら、ファンの動作音を確認します。ファンが動作する音がすぐに聞こえる
はずです。動作音が聞こえない場合、ファンモジュールがシャーシに完全に装着されていることを確認し

ます。

ステップ 7 ファンモジュールのLEDが緑に点灯していることを確認します。LEDが緑に点灯していない場合、1つま
たは複数のファンに障害が発生しています。

取り付け後、ファンモジュールのLEDが見えるように、ファンハンドルを右側に移動することを推
奨します。

（注）

電源装置の交換
電源装置は、異なる次の 2つから選択できます。

• DC電源：DC電源は、+24/48 V、GRD、-24/48 Vのポジティブラッチ/固定およびラベル
付き接続とともに、2ピン端子ブロックスタイルのコネクタを使用します。端子ブロック
コネクタのサイズは、電源の入力電流を処理するために適した AWG線のサイズを伝送す
るのに適切です。ON/OFFスイッチは提供されていません。

• AC電源：AC電源には、IEC 320タイプの電源レセプタクルおよび 15アンプのサービス
コネクタがあります。AC電源では、標準の直角電源コードを使用できます。電源には、
電源コード保持具が含まれています。ON/OFFスイッチは提供されていません。

冗長性のためにデュアル電源を取り付けることができます。
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低圧ライン（90～ 140V AC）では、冗長性は保証されません。したがって、AC電源と DC電
源の両方を使用することを推奨します。

注意

AC電源接続をする製品には、電磁適合性と安全性に関する Telcordia GR-1089 NEBS標準に準
拠するために、設置する建物に外部 SPDが備わっている必要があります。

（注）

シャーシを持ち上げるには、インターフェイスモジュールと電源のイジェクタハンドルを使用

しないでください。ハンドルを使用してシャーシを持ち上げると、ハンドルが変形または損傷

する可能性があります。

注意

ポート側排気構成の場合、ルータの電源装置（PSU）をエアーフィルタに交換するには、最初
にエアーフィルタを取り外してから PSUを取り外す必要があります。

（注）

NCS-57D2ルータでは、PSUの取り付けまたは取り外し時にPSUがアースラグに触れないよう
に注意してください。

（注）

DC電源モジュールの取り外し
ここでは、DC電源の取り外しと交換方法について説明します。

ステートメント 1003 - DC電源の切断

感電や怪我のリスクを軽減するために、コンポーネントの取り外しや交換、またはアップグ

レードを実行する前に、DC電源を切断してください。

警告

DC電源を取り外して交換する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 電源モジュールを保守する前に、装置を設置している領域の回路ブレーカーのスイッチをオフにします。
さらに、回路ブレーカースイッチをオフの位置にテープで固定します。

ステップ 2 アクセサリキットに含まれている静電気防止用リストストラップの一端を手首に付けます。

ステップ 3 電源モジュールの回路ブレーカースイッチをオフ（O）に切り替えます。

ステップ 4 電源の端子ブロックヘッドから端子ブロックプラグコネクタを引き出します。次の図を参照してくださ
い。
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ステップ 5 電源装置のハンドルを持ちます。もう一方の手で電源を支えながら、電源のロックタブを左側に押したま
ま電源をシャーシから引き抜きます。

DC電源モジュールの取り付け
この機器は、ネットワークテレコミュニケーション施設や NECが適用される場所での設置に
適しています。

この装置は、共通ボンディング網（CBN）を使用する取り付けに適しています。

この製品のアースアーキテクチャは、DC電源製品の DC絶縁（DC-I）です。DC電源製品の
公称動作 DC電圧は 48 VDCです。

電源モジュールを取り付けるには、次の手順を実行します。

ステップ 1 システムアースが接続されていることを確認します。

ステップ 2 必要な場合は、、ブランク電源装置フィラープレートをシャーシの電源装置スロットから取り外します。

ステップ 3 取り付ける電源装置とつながるDC回路への電源がオフになっていることを確認します。DC回路の電源を
確実に遮断するには、DC回路に対応している回路ブレーカーを OFFの位置に切り替え、回路ブレーカー
のスイッチを OFFの位置のままでテープで固定します。

ステップ 4 片手で電源装置のハンドルを持ちます。もう一方の手を電源装置の下に添えます。

ステップ 5 電源装置を電源スロットに挿入します。電源装置がスロットに完全に装着され、シャーシがロックタブで
ロックされていることを確認します。

図 116 : DC電源モジュールの取り付け
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図 117 : NCS-57C1 - DC電源モジュールの取り付け

図 118 : NCS-57D2 - DC電源モジュールの取り付け

DC電源装置1

AC電源モジュールの取り外し
この項では、AC電源の取り外しと取り付けについて説明します。

ステートメント 1046 -装置の設置または交換

感電のリスクを軽減するため、装置を設置または交換するときには、必ずアースを最初に接続

し、最後に取り外します。

装置にモジュールがある場合は、提供されたネジで固定してください

警告
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ステートメント 1074 -地域および国の電気規則への適合

感電または火災のリスクを軽減するため、機器は地域および国の電気規則に従って設置する必

要があります。

警告

AC電源を取り外して交換する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 電源コードを電源から外します。電源コードがまだ電源装置に接続されているときは、電源コードの金属
部分に触れないでください。

ステップ 2 タイを緩め、タイホルダーから電源コードを取り外します。

ステップ 3 電源コードを電源装置から取り外します。電源装置に埋め込みの金属製プロングには触れないでください。

ステップ 4 電源装置のハンドルを持ちます。もう一方の手で電源を支えながら、電源のロックを左側に押したまま電
源をシャーシから引き抜きます。

AC電源モジュールの取り付け
AC電源モジュールを取り付けるには、次の手順に従います。

ステップ 1 システムアースが接続されていることを確認します。

ステップ 2 必要な場合は、非脱落型ネジを緩めて、ブランク電源装置フィラープレートをシャーシの電源装置スロッ
トの開口部から取り外します。

ステップ 3 片手で電源装置のハンドルを持ちます。もう一方の手を電源装置の下に添えます。電源装置を電源スロッ
トに挿入します。電源装置がスロットに完全に装着されていることを確認します。次の図を参照してくだ

さい。

図 119 : NCS-57B1 - AC電源モジュールの取り付け
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図 120 : NCS-57C1 - AC電源モジュールの取り付け

図 121 : NCS-57C3-MOD - AC電源モジュールの取り付け

図 122 : NCS-57D2 - AC電源モジュールの取り付け
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AC電源装置1

ステップ 4 AC電源コードをタイホルダーのタイの中に差し込み、電源コードのまわりをタイで固定します。

ステップ 5 電源コードを AC電源に接続します。

ルートプロセッサカードの交換
NCS-57C3-MODルータは最大 2つの冗長ルートプロセッサ（RP）カードをサポートしていま
す。2つの RPカードがルータに取り付けられると、一方はアクティブカードとして機能し、
もう一方はスタンバイカードとして機能します。アクティブな RPカードが取り外されると、
ルータは自動的にスタンバイ RPカードをアクティブにし、取り外されたカードがスタンバイ
RPとなります。ルータに RPカードが 1つしか取り付けられていない場合、運用中に空の RP
スロットに新しい RPを取り付けることができます。

ステートメント 1029 -ブランクの前面プレートおよびカバーパネル

ブランクの前面プレートおよびカバーパネルには、3つの重要な機能があります。感電および
火災のリスクを軽減すること、他の装置への電磁波干渉（EMI）の影響を防ぐこと、および
シャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。システムは、必ずすべてのカード、前

面プレート、前面カバー、および背面カバーを正しく取り付けた状態で運用してください。

警告

カードを交換する前に、ディスクの破損を防ぐために、カードのグレースフルシャットダウン

を実行する必要があります。

（注）

ステップ 1 新しい RPカードのパッケージを開き、カードに破損がないかを点検し、カードがシャーシに搭載されて
いる他の RPカードと同じタイプであることを確認します。

カードが損傷している場合は、Technical Assistance Center（TAC）に報告してください。

ステップ 2 空のスロットにカードを取り付ける場合は、非脱落型ネジを緩めてスロットから抜き、そのスロットに搭
載されているブランクカードを取り外します。ステップ 4に進みます。

ステップ 3 現在シャーシに取り付けられているカードを交換する場合は、次の手順に従って、シャーシから既存のカー
ドを取り外します。

a) 次のケーブルをカードから外します。

•コンソールケーブル

•イーサネット管理ケーブル
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b) USBポートを介してカードに接続されている外部ドライブがある場合は、それらのドライブを取り外
します。

c) 管理者 EXECモードで hw-module location <loc> shutdownコマンドを実行し、ファイルシステムの破
損を防ぐために RPモジュールをグレースフルにシャットダウンします。

d) 指定したスロットの RP LEDが消灯していることを確認します。また、カードのステータスが
POWERED_OFFであることを確認する show platformコマンドを実行して、カードが電源オフ状態で
あることを確認できます。

e) No.2プラスドライバを使用して、RPの両側の非脱落型ネジを緩めます。

図 123 :シャーシからの RPおよびブランクの取り外し

ブランクカード2非脱落型ネジ1

RPハンドル4ルートプロセッサ3

f) 片手でカードの前面をつかみ、もう一方の手をカードの下に添えてカードの重量を支え、カードを

シャーシから引き抜き、静電気防止用シートに置くか静電気防止袋に入れます。

ステップ 4 新しいカードを取り付けるには、次の手順を実行します。

a) 片手でカードの前面をつかみ、もう片方の手を下に添えてカードの重量を支えます。
b) カードの背面を開いているルートプロセッサスロットのガイドに合わせ、カードをスロットの奥まで
スライドさせます。

c) 2本の非脱落型ネジを締めてカードをシャーシに固定します。8インチポンド（0.9 Nm）のトルクでネ
ジを締めます。

d) 次のケーブルをカードに接続します。

•コンソールケーブル：コンソールポートに接続します。
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•管理ケーブル：管理イーサネットポートに接続します。

e) ルートプロセッサカードの LEDが点灯し、次のように表示されることを確認します。

• STATUS LEDがオレンジに点滅した後に、単色オレンジに変わり、その後緑に変わります。

•アクティブ（ACT）LEDはオレンジまたは緑です。

モジュラポートアダプタの取り付けと取り外し
ここでは、NSC-57C3-MODルータでのMPAの取り付けまたは取り外しの方法について説明し
ます。

モジュラポートアダプタの取り扱い

各モジュラポートアダプタ（MPA）の回路基板は金属製フレームに取り付けられていますが、
静電放電に対しては脆弱です。

MPAを扱う際は常にフレームの端を持ちます。MPAコンポーネントまたはコネクタピンには
決して手を触れないようにしてください（下記の図を参照）。

注意

未使用のMPAスロットがある場合は、必ずブランクMPAスロットフィラーで空のスロット
を塞いでください。これにより、ルータが電磁干渉（EMI）防止基準を満たすことができ、取
り付けたモジュール間に適度なエアーフローが保たれます。未使用のスロットにMPAを取り
付ける場合は、まずブランクを取り外す必要があります。

図 124 :モジュラポートアダプタの取り扱い
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金属製フレーム2プリント回路基板1

ESDストラップ3

活性挿抜（OIR）
Cisco NCS 5700シリーズのモジュラポートアダプタ（MPA）は、活性挿抜（OIR）をサポー
トしています。

モジュラポートアダプタ（MPA）は以下の種類の OIRをサポートしています。

•ソフト OIR

ソフトOIRでは、正しく活性挿抜を行うためには、IOSXRhw-module subslot rack/slot/subslot
reload、 hw-module subslot rack/slot/subslot shutdown、および no hw-module subslot
rack/slot/subslot shutdownコマンドを使用します。

•管理 OIR

モジュラポートアダプタ（MPA）の活性挿抜の管理は、次のステップで構成されます。

• hw-module subslot rack/slot/subslot shutdownコマンドでMPAをシャットダウンしま
す。

• LEDが緑から消灯になったことを確認します。

• do show platformコマンドを実行し、取り外すMPAがディセーブルステートである
ことを確認します。

•対象のMPAを物理的に取り外します。

•交換用MPAを物理的に挿入します。スロットにMPAを挿入したら、右側にあるMPA
ネジを 10秒以内に締めます。右ネジを最初に締めてから、左ネジを締めます。

MPAの非脱落型ネジを 10秒以内に締めます。そうしない場合、
MPAはシャットダウンし、ディセーブル状態に移行します。MPA
を回復するには、両方の非脱落型ネジを締め、hw-module subslot
rack/slot/subslot reloadコマンドを実行します。

（注）

• no hw-module subslot rack/slot/subslot shutdownコマンドでMPAをアップステートに
戻します。

•ハード OIR

次の手順を実行することで、コマンドを実行せずに、実行中のシステムでOIRを実行でき
ます。

•右のイジェクタネジを緩めます。
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•左のイジェクタネジを緩めます。

• MPAを取り外して交換します。

モジュラポートアダプタの取り付けと取り外し

ここでは、CiscoNCS-573C-MODルータでのモジュラポートアダプタ（MPA）の取り外しおよ
び取り付けの手順について説明します。

両方のイジェクタネジを外した後、15秒間待ってスロットからMPAを取り外します。（注）

スロットからMPAを取り外した後、MPAを再挿入する前に 60秒間待ちます。（注）

MPAの取り外しおよび取り付けを行うには、次の手順を実行します。

1. MPAを挿入するには、シャーシ内部にある、MPAを固定するためのガイドレールの位置
を確認します。これらはMPAスロットの左下および右下にあり、2.54 cm（1インチ）ほ
ど奥に位置します。

2. MPAを慎重にシャーシの奥まで差し入れ、MPAインターフェイスコネクタ内にMPAを
しっかりと装着します。完全に装着されると、MPAは前面プレートのやや後方に位置しま
す。

MPAは、ガイドレールに正しく合わせれば、スムーズに挿入できます。MPAをスムーズに挿
入できない場合は、絶対に無理に押さないでください。MPAを一旦取り外し、細心の注意を
払ってガイドレールに再び正しく合わせます。カチッという音が聞こえるまで、スロットの内

側にMPAを押します。2回目のカチッという音が聞こえるまで、MPAをさらに押し続けま
す。2回目のカチッという音が聞こえた後、MPAは完全に取り付けられます。

（注）

3. MPAを正しく装着したら、No.2プラスドライバを使用してMPAの非脱落型ネジを締め
付けます。右ネジを最初に締めてから、左ネジを締めます。

MPAの非脱落型ネジを 10秒以内に締めます。そうしない場合、MPAはシャットダウンし、
ディセーブル状態に移行します。MPAを回復するには、両方の非脱落型ネジを締め、hw-module
subslot rack/slot/subslot reloadコマンドを実行します。

（注）
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MPAを取り付ける際に、MPAの非脱落型ネジを締めすぎないでください。MPAの非脱落型ネ
ジは 5インチポンドのトルクで締めます。

（注）

4. シャーシからMPAを取り外すには、No.2プラスドライバを使用してMPAの非脱落型ネ
ジを緩めます。右ネジを最初に緩めてから、左ネジを締めます。

5. MPAをつかみ、シャーシからMPAを引っ張ります（あらかじめMPAからケーブル類を
外しておいてください。）
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第 6 章

シャーシの設置の確認

•デバイスの取り付け確認（155ページ）

デバイスの取り付け確認
Cisco NCS 5700ルータを設置したら、showコマンドを使用して設置および設定内容を確認で
きます。問題が検出された場合は、さらに設定を行う前に修正を行ってください。

説明コマンド

製品 ID、シリアル番号、バージョン IDなど
の現場交換可能ユニット（FRU）に関する情
報を表示します。

show inventory

FAN-1RU-PI-V2およびFAN-1RU-PE-V2
は Cisco 8000シリーズでも使用され、
出力の説明に「Cisco 8000シリーズ
1RUファン」と表示されます。

（注）

ノードの動作ステータスを表示します。show platform

ルータのバージョンを表示します。show version

ルータの環境関連の情報がすべて表示されま

す。

admin show environment

カード温度センサの温度の読み取りを表示し

ます。各システムコントローラ、ルートプロ

show environment temperature

セッサ、ラインカード、およびファブリック

カードには、2個のしきい値を持つ温度セン
サーがあります。

•マイナー温度しきい値：マイナーしきい
値を超えるとマイナーアラームが発生し、
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説明コマンド

4つすべてのセンサーで次の処理が行われ
ます。

•システムメッセージの表示

• SNMP通知の送信（設定されている
場合）

•トリガーされた環境アラームイベン
トのログへの記録（show alarmコマ
ンドを実行して確認できます）

•メジャー温度しきい値：メジャーしきい
値を超えるとメジャーアラームが発生し、

次の処理が行われます。

•センサー1、3、4（空気吹き出し口セ
ンサーおよびオンボードセンサー）

に対しては、次の処理が行われます。

•システムメッセージの表示

• SNMP通知の送信（設定されて
いる場合）

•トリガーされた環境アラームイ
ベントのログへの記録（show
alarmコマンドを実行して確認で
きます）

•センサー2（吸気口センサー）に対し
ては、次の処理が行われます。

•スイッチングカードでしきい値
を超えた場合は、そのカードだ

けがシャットダウンします。

• HA-standbyまたは standbyが存在
するアクティブなルートプロセッ

サカードでしきい値を超えた場

合は、そのルートプロセッサカー

ドだけがシャットダウンし、ス

タンバイ状態のルートプロセッ

サカードが引き継ぎます。

•スタンバイ状態のルートプロセッ
サカードがルータに存在しない

場合は、温度を下げるために最
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説明コマンド

大 2分間待機します。このイン
ターバル中はソフトウェアが 5
秒ごとに温度を監視し、設定に

従ってシステムメッセージを送

信し続けます。

デュアルルートプロセッサカードを

取り付けることを推奨します。デュア

ルルートプロセッサカードがないルー

タを使用している場合は、1つでもファ
ンが動作しなくなったら、ファンカー

ドをただちに交換することを推奨しま

す。

（注）

カードの電源を入れるかシャットダウンしま

す。

hw-module location <loc> shutdownまたは [no]
hw-module shutdown location <loc>

ルータ全体の電力使用情報を表示します。show environment power

ルータ全体の電圧を表示します。show environment voltage

現在の環境ステータスを表示します。show environment current

ファントレイのステータスを表示します。show environment fan
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第 7 章

LED

•シャーシ LED（159ページ）
•ルートプロセッサカードの LED（164ページ）
•ポートステータス LED（165ページ）
•ポートステータス LEDディスプレイ（166ページ）
• MPA LED（167ページ）
•管理ポートの LED（168ページ）
•ファンモジュールおよびファントレイの LED（171ページ）
•電源 LED（173ページ）

シャーシ LED
NCS-57B1シャーシでは、STATUS、ALARM、SYNC、および FANの LEDは前面パネルの左
端にあります。電源 LEDとGNSS LEDは、前面パネルの右端のUSBポートのすぐ下にありま
す。

図 125 : NCS-57B1シャーシの LED
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GNSS LED2電源 LED1

NCS-57C3-MODシャーシでは、STATUS LEDと ATTN LEDはシャーシの右下にあります。
SYNC LEDと GNSS LEDは RPの下にあります。

NC57-MOD-RP2-Eのルートプロセッサの LEDについては、ルートプロセッサカードの LED
（164ページ）を参照してください。

図 126 : NCS-57C3-MODシャーシの LED
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図 127 : NCS-57D2シャーシの LED

GNSS4STAT LED1

PWR5ALRM2

FAN6SYNC3
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表 30 : LEDの説明

ステータス色LED

モジュールは動作していて、アクティブなメジャーアラーム

またはクリティカルアラームはありません。

グリーンSTAT

モジュールが起動中です。オレンジに点

滅

ホストカーネルが起動し、XRを開始する準備ができていま
す。

オレンジ

モジュールの電源がオフです。消灯

クリティカルアラーム：system-scope（RP0を含む）。赤ALRM
（ALARM）

メジャーアラーム：system-scope（RP0を含む）。オレンジ

アラームはありません。消灯

SyncE PLLが入力ソースにロックされています。緑SYNC

SyncEPLLがいずれの入力ソースにもロックされていません。オレンジ

SyncEが設定されていません。消灯

ファンが正常に動作しています。緑FAN

システムは動作していますが、1つのファンで障害が発生し
ています。

オレンジ

ファンがないか複数のファンで障害が発生しています。赤

シャーシに電力が供給されていません。消灯電源（PWR）

シャーシの電源がオンで、正常に動作しています。緑

シャーシの電源がオフで、熱またはファンの障害により再試

行モードになっています。

オレンジ

シャーシで電源障害が発生しています。

電源モジュールの故障。次のいずれかの状況にあります。

•過電圧

•過電流

•過熱

•ファン障害

赤
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ステータス色LED

GNSSは設定されていません。消灯GNSS

GNSSが RF入力（サテライト）にロックされています。緑

GNSSレシーバがRF入力（サテライト）にロックされていま
せん。

オレンジ

NCS-57C1シャーシでは、STS（ステータス）およびALM（アラーム）LEDが前面パネルの右
上隅にあります。SYNCおよび GNSSインターフェイス用の LEDはありません。

図 128 : NCS-57C1シャーシの LED

ALM LED2STS LED1

表 31 : LEDの説明

ステータス色LED

モジュールは動作可能です。緑STS（ステー
タス）

モジュールが起動中です。オレンジに点

滅（低速）

モジュールが起動中、シャットダウン中、または SysAdmin
VMがリロード中です。

オレンジに点

滅（高速）

モジュールの電源がオフです。消灯
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ステータス色LED

クリティカルアラーム。赤ALM（アラー
ム）

メジャーアラーム。オレンジ

マイナーアラーム。オレンジに点

滅

アラームはありません。消灯

ルートプロセッサカードの LED
NC57-MOD-RP2-Eルートプロセッサカードでは、ステータス（STS）、アクティブ（ACT）、
および注意（ATTN）のLEDは、ルートプロセッサカードの左下前面にあります。管理ポート
リンクおよびアクティブの LEDはモジュール前面にあるポートのすぐ下にあります。

図 129 : NC57-MOD-RP2-Eの LED

STS（ステータス）LED1

ACT（アクティブ）LED2

ATTN（注意）LED3
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表 32 :ルートプロセッサカードの LEDの説明

ステータス色LED

このモジュールは動作可能です。緑STS（ステータ
ス）

モジュールは起動中か、シャットダウン中です。オレンジで

点滅

モジュールでメジャーアラームまたはクリティカルアラー

ムがアクティブになっています。

赤で点滅

ホストカーネルが起動しており、SystemAdministratorVMを
開始する準備が整っています。

オレンジ

次のいずれかの状況が発生しています。

•モジュールはスロット IDパリティエラーを検出しまし
た。電源はオンにならず、モジュールは起動しません。

•モジュールが完全に差し込まれていません。

赤

モジュールに電力が供給されていません。消灯

モジュールでXRVMが動作しており、冗長ロールがアクティ
ブ状態になっています。

緑ACT（アクティ
ブ）

モジュールで XR VMが動作しており、冗長ロールがスタン
バイ状態になっています。

オレンジ

モジュールで XR VMが動作していません。消灯

オペレータが、シャーシ内でこのモジュールを識別するため

にこの LEDをアクティブにしました。
青で点滅注意

このモジュールは識別されていません。消灯

管理ポートのリンクはアクティブです。緑色管理ポート LINK

管理ポートのリンクはアクティブではありません。消灯

管理ポートは送信中または受信中です。緑で点滅管理ポート ACT

管理ポートは送信も受信もしていません。消灯

ポートステータス LED
NCS-57B1シャーシの前面パネルには、光モジュールを介したデータパス接続用の次のポート
があります。
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• NCS-57B1-5DSE-SYS：24 X QSFP28ポート、5 X QSFP-DDポート

• NCS-57B1-6D24-SYS：24 X QSFP28ポート、6 X QSFP-DDポート

NCS-57C1シャーシの前面パネルには、光モジュールを介したデータパス接続用の次のポート
があります。

• NCS-57C1：QSFP-DDポート X 6、SFP-50Gポート X 16、および SFP-25Gポート X 32

NCS-57C1ルータでは、ポートステータスLEDの隣に追加の熱通気孔があります。熱通気孔に
より、シャーシを冷却するための追加のエアーフローが得られます。ポートの LEDステータ
スも熱通気孔から確認できます。

（注）

NCS-57D2シャーシの前面パネルには、光モジュールを介したデータパス接続用の QSFP-DD
ポートが 66個あります。

各ポートには、光ポートのさまざまなステータス情報を示す 2色（緑とオレンジ）の LEDが
あります。

表 33 : NCS-57B1、NCS-57C1、NCS-57D2ポートステータス LED（各ポートに 1つ）

説明LEDカラー

ポートが管理上のシャットダウン状態。消灯

ポートが管理上有効になっており、リンクが

機能しています。

緑

ポートが管理上有効になっており、リンクが

ダウンしています。

オレンジ

ポートステータス LEDディスプレイ
NCS-57C3-MODの前面パネルの LEDディスプレイにポートのステータスが表示されます。
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DISPLAYモードボタン2ポートステータス LEDディスプレイ1

ディスプレイは、ポート番号（##）とステータス（BB）を示す ##BB形式を使用します。ス
テータスは、緑色（GN）、黄色（YL）、または赤色（RD）のいずれかです。表示は、1秒間
隔で各ポート番号を循環します。

デフォルトでは、すべてのポートとそのステータスが表示されます。DISPLAYボタンを 4秒
未満押してから離すと、黄色（YL）状態のポートだけを表示するように表示モードを変更で
きます。デフォルトの動作に戻すには、DISPLAYボタンを5秒以上押し続けてから離します。

表 34 : NCS-57C3ポートステータス LEDの表示

説明LEDディスプレイ

ポートが管理上有効になっていて、リンクが機能しています。GN

ポートが管理上のシャットダウン状態です。YL

ポートが管理上有効になっていて、リンクがダウンしています。RD

MPA LED
STATUS LEDはMPAの前面左側にあり、注意（ATTN）LEDはMPAの前面右側にあります。
各ポートのリンクLEDは 2列のポートの間またはポートの下にあります。2列のポートの間に
ある LEDは三角形になっており、LEDの上または下にあるポートを指しています。

ステータス色LED

オペレータが、シャーシ内でこのMPAを識別するために
この LEDをアクティブにしました。

青（点滅）ATTN

この LEDは使用されていません。消灯
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ステータス色LED

このMPAは動作可能です。緑ステータス

次のいずれかの状況が発生しています。

• MPAでスロット IDパリティエラーが検出されまし
た。電源はオンにならず、カードは起動しません。

• MPAが完全に差し込まれていません。

オレンジ

MPAは起動中か、シャットダウン中です。オレンジで点滅

MPAの電源がオフになり、安全に取り外すことができま
す。

消灯

ポートはアクティブです。緑Link（ポー
トごと）

オペレータがポートを無効にしたか、ポートが初期化して

いません。

オレンジ

ポートが故障していて無効です。オレンジで点滅

ポートがアクティブでないか、リンクが接続されていませ

ん。

消灯

管理ポートの LED
管理ポートの LEDは、NCS-57B1およびNCS-57C3シャーシの前面パネルの右側にあります。
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図 130 : NCS-57B1および NCS-57C3管理ポートの LED

管理ポートの LEDは、NCS-D2シャーシの前面パネルの左側にあります。

図 131 : NCS-57D2管理ポートの LED
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ポートアクティビティ1

ポートリンク2

表 35 : NCS-57B1、NCS-57C3、および NCS-57D2管理ポートの LEDの説明

ステータス色LED

イーサネットリンクが稼働しています。緑ポートアク

ティビティ
イーサネットリンクが停止しています。消灯

ポートでパケットを受信または送信しています。緑の点滅ポートリンク

パケットを受信または送信していません。消灯

管理ポートの LEDは、NCS-57C1-48Q6-SYSシャーシの前面パネルの右下側にあります。

図 132 : NCS-57C1管理ポートの LED

ポートアクティビティ1

ポートリンク2

表 36 : NCS-57C1管理ポートの LEDの説明

ステータス色

1000Mリンクが稼働しています。グリーン

ポートは 1000Mでパケットを送受信しています。緑の点滅

100Mリンクが稼働しています。緑と赤

ポートは 100Mでパケットを送受信しています。緑と赤の点滅

10Mリンクが稼働しています。赤

ポートは 100Mでパケットを送受信しています。赤の点滅

リンクがダウンしています。消灯
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ファンモジュールおよびファントレイの LED
NCS-57B1および NCS-57C1ファンモジュールの LEDは、モジュールの左上隅にあります。

図 133 : NCS-57B1または NCS-57C1ファンモジュールの LED

NCS-57C3-MODファントレイの LEDは、モジュールの左下隅にあります。
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図 134 : NCS-57C3-MODファントレイの LED

NCS-57D2ファントレイの LEDは、モジュールの右下隅にあります。
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図 135 : NCS-57D2ファントレイの LED

ステータス LEDの位置1

ステータス色LED

ファンは正常に動作しています。緑ステータス

ファンに障害が発生しています。赤

ファンに電力が供給されていません。消灯

電源 LED
NCS 57B1および NCS-57C3-MODルータの電源 LEDは、電源モジュールの右下隅部分にあり
ます。
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図 136 : NCS 57B1の電源 LED

図 137 : NCS-57C3-MODの電源 LED

電源 LED1

NCS-57D2ルータの DC電源 LEDは、電源モジュールの右上隅部分にあります。
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図 138 : NCS-57D2 DC電源モジュール

電源 LED1

NCS-57D2ルータの AC電源 LEDは、電源モジュールの右上隅部分にあります。
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図 139 : NCS-57D2 AC電源モジュール

電源 LED1
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表 37 :電源モジュールの LEDの説明

ステータス色LED

電源モジュールはオンであり、ルータに給電しています。緑ステータス

電源モジュールが入力電源に接続されていますが、ルータに給

電されていません。

緑に点滅

電源モジュールの故障。次のいずれかの状況にあります。

•過電圧

•過電流

•過熱

•ファン障害

オレンジ

電源モジュールは動作していますが、警告状態が発生していま

す。次のいずれかの状況にあります。

•高温

•高出力

•ファンの速度低下

オレンジに

点滅

電源装置に給電されていません。消灯

NCS-57C1ルータの電源LEDは、電源モジュールの右上隅部分にあります。電源モジュールご
とに OKおよび障害 LEDがあります。

図 140 : NCS-57C1の電源 LED

OK2障害発生1
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表 38 : NCS-57C1電源 LEDの説明

ステータス障害 LEDOK LED

電源モジュールはオンであり、ルータに給電しています。消灯グリーン

電源モジュールが入力電源に接続されていますが、ルータに

給電されていません。電源モジュールがシャーシに正しく取

り付けられていない可能性があります。

消灯緑色で点滅

取り付けられているすべての電源モジュールに電力が供給さ

れていないか、または取り外した電源モジュールに電力が供

給されていません。

消灯消灯

電源モジュールは動作していますが、警告状態が発生しまし

た。次のいずれかの状態が発生している可能性があります。

•高温

•高出力

•電源モジュールのファンが低速

•低電圧

•電源モジュールがシャーシに取り付けられているが、電
源から切断された

オレンジで点滅消灯

電源ユニットの故障：おそらく次のいずれかの状況にありま

す。

•過電圧

•過電流

•過熱

•電源ユニットのファンの障害

オレンジ消灯
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付録 A
システムの仕様

この章では、Cisco NCS 5700ルータのシステムの仕様について説明します。

•重量および消費電力（179ページ）
•環境仕様（179ページ）
• RJ-45コネクタ（180ページ）
•管理ポートのピン配置（180ページ）
• Time-of-Dayポートのピン配置（181ページ）
• USBフラッシュまたはMEMポートのピン配置（181ページ）
•コンソールポートのピン割り当て（182ページ）
•電源モジュール用電源コードの仕様（182ページ）

重量および消費電力
物理仕様と消費電力については、次のデータシートを参照してください。

• NCS-57B1固定シャーシデータシート

• NCS-57C3固定シャーシデータシート

• NCS-57C1固定シャーシデータシート

• NCS-D2固定シャーシデータシート

環境仕様
環境仕様の詳細については、次のデータシートの表「Environmental properties」を参照してくだ
さい。

• NCS-57B1固定シャーシデータシート

• NCS-57C3固定シャーシデータシート

• NCS-57C1固定シャーシデータシート
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• NCS-D2固定シャーシデータシート

RJ-45コネクタ
RJ-45コネクタは、カテゴリ 3、カテゴリ 5、カテゴリ 5e、カテゴリ 6、カテゴリ 6Aのいずれ
かのフォイルツイストペアケーブルまたはシールドなしツイストペアケーブルを、外部ネッ

トワークから次のモジュールインターフェイスコネクタに接続します。

•ルータのシャーシ

• CONSOLEポート

• MGMT ETHポート

GR-1089の建物内雷サージ耐性要件に適合するためには、両端に適切なアースを施した FTP
ケーブルを使用する必要があります。

注意

次の図は、RJ-45コネクタを示しています。

図 141 : RJ-45コネクタ

ピン 22ピン 11

管理ポートのピン配置
次の表に、管理イーサネットポートのピン割り当てを要約します。

表 39 :管理イーサネットポートのピン割り当て

信号名ピン

TRP0+1

TRP0-2

TRP1+3

TRP1-4
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信号名ピン

TRP2+5

TRP2-6

TRP3+7

TRP3-8

Time-of-Dayポートのピン配置
次の表に、ToD/1-PPSポートのピン割り当てを要約します。

表 40 : RJ-45 ToD/1-PPSポートのピン配置

説明方向信号名ピン

–––1

–––2

1PPS RS422信号出力または入力1PPS_N3

––GND4

––GND5

1PPS RS422信号出力または入力1PPS_P6

Time-of-Day文字出力または入力TOD_N7

Time-of-Day文字出力または入力TOD_P8

USBフラッシュまたはMEMポートのピン配置
次の表に、USBフラッシュまたはMEMポートのピン割り当てを要約します。

表 41 : USBフラッシュまたはMEMポートのピン配置

説明信号名ピン

+5 VDCVccA1

データ -D-A2

データ +D+A3

アースGndA4
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コンソールポートのピン割り当て
次の表に、コンソールポートのピン割り当てを要約します。

表 42 :コンソールポートのピン割り当て

説明方向信号名ピン

ループバック 1該当なしLoop11

ループバック 2該当なしLoop22

コンソール RS232送信出力TxD3

接地該当なしGnd4

接地該当なしGnd5

コンソール RS232受信入力RxD6

ループバック 2該当なしLoop27

ループバック 1該当なしLoop18

電源モジュール用電源コードの仕様
サポートされる電源ケーブルの詳細については、『CiscoNetworkConvergenceSystem5700Router
Data Sheet』の「Ordering information for power cables supported on NCS 5700」を参照してくださ
い。
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翻訳について
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